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本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 
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＜参考＞ 

 

１．国際勧告等との関連 

(1) 本標準は、１９９６年７月の世界電気通信標準化会議（ＷＴＳＣ）において承認されたＩＴＵ－Ｔ 

勧告Ｑ．９５７．１に準拠したものである。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 

2.1 オプション選択項目 

(1)  ＪＴ－Ｑ９５７〔Ｉ〕 ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス 

下記の項目については、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５７．１において複数の選択肢があるが、以下の理 

由によりＴＴＣとしては、その一方のみを標準化する。 

(a)  分割発呼手順（4.1節、５章） 

発呼手順は一括発呼手順を標準とし、分割発呼手順を非標準とする。 

分割発呼手順を標準化しない理由は、ＪＴ－Ｑ９３１において、発呼時の着番号情報要素、キー 

パッドファシリティ情報要素の分割転送手順（分割発呼手順）を非標準としていること、並びに一

括発呼手順があれば分割発呼手順の機能を全て包含する、ことによるものである。 

 

2.2 オプション項目 

(1)  ＪＴ－Ｑ９５７〔Ｉ〕 ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５７．１において複数の選択肢がある項目に対して、ＴＴＣ標準としてもオ 

プション項目とするものについて表１－１に示す。 

 

2.3 その他 

 ＩＴＵ－Ｔとの章立て構成比較表 

 

ＩＴＵ－Ｔ勧告 本標準 

Ｑ．９５７．１ 〔Ｉ〕 

 

 

３．改版の履歴 

 

版 数 発  行  日 改 版 内 容 

第１版  平成 ５年 ４月２７日  制 定 

第２版 ２００１年 ４月１９日 ITU-T勧告 Q.957.1の改定に伴い、UUS付加

サービスの規定を改定 
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４．工業所有権   
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧

になれます。 

 

５．注意事項 

〔各付加サービス共通事項〕 

(1) 端末と網とが本標準に準拠して接続される場合においては、2.2 節のオプション項目に関して、

各々が採用した選択肢の整合性を確認する必要がある。 

(2) 前記 2.1 節で非標準とした項目に関しても、ＩＴＵ－Ｔ勧告との関連等の内容の明確化のため、こ

れが非標準ということを注記した上で、本文にはそのまま記述している。 

(3) ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１３０において定義されているＩＳＤＮサービス方法論に従い、各付加サービ

スの定義に関しては標準ＪＴ－Ｉ２５０シリーズ（ステージ１）に記述され、各付加サービスの網と

端末の機能分担等に関しては勧告Ｑ．８０シリーズ（ステージ２）に記述されている。 

(4) 本文中に記述されている他の付加サービスとの相互作用に関して、現時点では標準となっていない

付加サービスに対しても記述しているが、その記述はその付加サービスが標準となる時点で記述追

加・変更される可能性があるため注意が必要である。 

 

〔個別付加サービス事項〕 

(1)  ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス 

(a) ＪＴ－Ｑ９３１の５版までは、ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスプロトコルに

関してＪＴ－Ｑ９３１の７章で記述されていた。しかしながら、ＩＴＵ－Ｔでの勧告体系の整理

により本付加サービスプロトコル記述は、Ｑ．９３１からＱ．９５７に移管された。このＩＴＵ

－Ｔでの変更に従い、ＴＴＣにおいても本付加サービスプロトコルの記述をＪＴ－Ｑ９３１から

ＪＴ－Ｑ９５７へと移管することとした。この移管に伴い、ＪＴ－Ｑ９３１（５版）の記述とＪ

Ｔ－Ｑ９５７の記述に若干の修正・変更が生じている。この差分を表１－２に示す。 

(b) 本標準でオプション項目としたものの内、項番１（提供するサービス種別）を除いては、標準

ＪＴ－Ｑ９３１（５版）より追加したものである。 

 



 - iii - ＪＴ－Ｑ９５７ 

表１－１ 〔１〕ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスオプション項目一覧 

 

項 

 

番 

項    目 

 

（本文該当箇所） 

 

選  択  肢 

 

選択肢 

 

の関係 

提供／ 

選択する 

サイド 

 

選択条件及び備考 

 

 

１ 

 

提供するサービス種別 

（2.1） 

①サービス１ 

②サービス２ 

③サービス３ 

 

Ａ 

 

網 

 

複数選択も可 

 

２ 

 

サービスの契約形態 

（3.1） 

 

①個々のサービスを個別の  

サービスとして契約 

②サービスを任意の組み合わ 

せで契約 

 

Ａ 

 

 

網 

 

 

複数選択も可 

 

３ サービス１の起動法 

（5.1） 

①暗黙の起動手順 

②明白な起動手順 

Ｅ 

Ｏ 

 

網 

 

 

４ 

 

着信側のポイント・マ

ルチポイント形態にお

いて、複数の切断復旧

メッセージを受信した

場合の情報要素の保持 

（5.2.1.2） 

①ユーザ・ユーザ情報要素､ 

ファシリティ情報要素（明白

な起動のみ）を保持しない 

②ユーザ・ユーザ情報要素、 

ファシリティ情報要素（明白

な起動のみ）を保持する 

Ｅ 

 

 

 

Ｏ 

 

 

網 

 

 

 

５ 

 

サービス１暗黙要求に

対する拒否手順 

（5.2.1.4.1） 

 

①提供しない(何もしない) 

②理由表示＃43あるいは＃50 

を伴い状態表示（STATUS）

メッセージを返送する 

Ｅ 

Ｏ 

 

 

網 

 

 

 

６ 

 

サービス２における通

信中での着信側への

ユーザ・ユーザ情報転

送 （ 発 信 側 イ ン タ

フェースあるいは網内

で、応答メッセージと

ユーザ情報メッセージ

が衝突した場合） 

（5.2.2.3） 

①廃棄する 

（転送しない） 

②着信側へ転送する 

 

Ｅ 

 

Ｏ 

 

 

網 

 

 

７ サービス３の要求可能

なフェーズ （5.2.3） 

①呼設定フェーズ 

②通信中フェーズ 

Ａ 網 複数選択も可 

 

８ 

 

 

バーストパラメータ(x)

＝16、補充パラメータ

(Y)＝８より大きな値

の提供 

（5.2.3.5） 

①提供しない 

②提供する 

 

Ｅ 

Ｏ 

 

 

網 

 

提供する場合、他

網とのインタワー

クにおいて 

・他網と事前合意 

・適切な動作処理の 

どちらかが必要 
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9 

 

 

ビジー時着信転送（Ｃ

ＦＢ）契約ユーザに対

する任意のユーザ・

ユーザ情報要素および

ユーザ・ユーザ情報転

送（ＵＵＳ）付加サー

ビス要求の転送 

      （6.10.1） 

①転送する 

②転送元ユーザが該当するユー

ザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）

付加サービスを契約している場

合のみ転送する 

 

Ｅ 

Ｏ 

 

 

網 

 

 

 

10 

 

 

無応答時着信転送（Ｃ

ＦＮＲ）契約ユーザに

対するサービス１暗黙

要求の転送 

    （6.10.2.1.1） 

①転送する 

②転送元ユーザがサービス１を

契約している場合のみ転送する 

 

Ｅ 

Ｏ 

 

 

網 

 

 

 

11 

 

 

無応答時着信転送（Ｃ

ＦＮＲ）契約ユーザに

対するサービス３要求

の転送  

    （6.10.2.4.1） 

①転送する 

②転送元ユーザがサービス３を

契約している場合のみ転送する 

 

Ｅ 

Ｏ 

 

 

網 

 

 

 

12 

 

 

無条件着信転送（ＣＦ

Ｕ）契約ユーザに対す

る任意のユーザ・ユー

ザ情報要素およびユー

ザ・ユーザ情報転送

（ＵＵＳ）付加サービ

ス要求の転送 

     （6.10.3.1） 

①転送する 

②転送元ユーザが該当するユー

ザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）

付加サービスを契約している場

合のみ転送する 

 

Ｅ 

Ｏ 

 

 

網 

 

 

 

13 

 

 

呼毎着信転送（ＣＤ）

契約ユーザに対する任

意のユーザ・ユーザ情

報要素およびユーザ・

ユーザ情報転送（ＵＵ

Ｓ）付加サービス要求

の転送（呼出以前に転

送を行う場合）     

    （6.10.4.1.1） 

①転送する 

②転送元ユーザが該当するユー

ザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）

付加サービスを契約している場

合のみ転送する 

 

Ｅ 

Ｏ 

 

 

網 

 

 

 

14 

 

 

呼毎着信転送（ＣＤ）

契約ユーザに対する

サービス１暗黙要求の

転送（呼出以降に転送

を行う場合）     

    （6.10.4.2.1.1） 

①転送する 

②転送元ユーザがサービス１を

契約している場合のみ転送する 

 

Ｅ 

Ｏ 

 

 

網 
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15 

 

 

呼毎着信転送（ＣＤ）

契約ユーザに対する

サービス３要求の転送 

（呼出以降に転送を行

なう場合）     

    （6.10.4.2.4.1） 

①転送する 

②転送元ユーザがサービス３を

契約している場合のみ転送する 

 

Ｅ 

Ｏ 

 

 

網 

 

 

 

 ※選択肢の関係  Ｅ：必須  Ｏ：オプション  Ａ：１つまたは複数の選択 
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表１－２ 〔Ⅰ〕ＪＴ－Ｑ９３１（５版）とＪＴ－Ｑ９５７〔１〕の差分 

 

項 

 

番 

 

項   目 

 

ＪＴ－Ｑ９３１ 

 

（５版）．７章 

 

ＪＴ－Ｑ９５７．１ 

 

 

備  考 

 

 

１ 

 

 

フィーチャキー・

キーパットによる

サービス起動法 

・7.1.2節に記述有り 

（但し、詳細は JT-Q932

参照となっている） 

・記述無し 

フィーチャキー・キーパッ

トによる起動はＪＴ－Ｑ９

３２で記述 

勧告体系の

整理 

 

 

２ 

回線交換接続と対

応しないユーザ・

ユーザ信号手順 

・7.2節に記述有り 

 

・記述無し 

ＪＴ－Ｑ931（６版） 

７章で記述 

勧告体系の

整理 

 

３ 

 

サービス１におけ

る予期しないユー

ザ・ユーザ情報

（UUI）受信 

・切断系メッセージでの予 

期しないＵＵＩ受信に対 

して、STATUSメッセー 

ジを用いてアクセス情報 

廃棄を通知 

（7.1.3.8） 

 

 

・切断系メッセージでの予期

しないＵＵＩ受信に対し

て、受信メッセージに対応

するメッセージを用いてア

クセス情報廃棄を通知。受

信メッセージが解放完了の

場合通知無し。 

（5.2.1.4.3） 

ＩＴＵ－Ｔ

での技術的

変更 

 

４ 

 

私設ＩＳＤＮとの

相互作用 

 

・記述なし 

 

・記述有り（7.2） 

－STATUS メッセージは送

信しない 

－フロー制御は行わない 

明確化 

 

 

５ 

 

サービス１暗黙要

求に対する拒否 

 

・廃棄するが、拒否表示は 

返送しない 

（7.1.3.5） 

・廃棄し、STATUSメッセー 

ジで拒否表示（アクセス情

報廃棄）を返送しても良い

（オプション）。 

ＩＴＵ－Ｔ

での技術的

変更 

 

 

６ 

 

一般的な例外処理

規定（オペレー

ションが認識不可

等） 

・網／ユーザとも廃棄し、 

何も通知しない（暗黙の 

拒否） 

（7.1.3.6／7.1.3.4／7.1.5.3） 

・ＪＴ－Ｑ９３２参照 

（5.2.1.4.2／5.2.2.4.1／ 

5.2.3.6.1） 

－Rejectによる拒否 

ＩＴＵ－Ｔ

での技術的

変更 

 

 

７ 

 

サービス１／２／

３の同時要求手順 

・記述有り 

（7.1.7） 

 

・記述無し 

サービス１／２／３の間に

相互作用無しのため 

ＩＴＵ－Ｔ

での修正・

変更 
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５．その他 

(1)  参照する主な勧告、標準等 

(ⅰ)  ＴＴＣ標準 

ＪＴ－Ｑ９３１、ＪＴ－Ｑ９３２、ＪＴ－Ｑ９５０、ＪＴ－Ｑ９５２、ＪＴ－Ｑ９５４．１、

ＪＴ－Ｉ２５７ 

(ⅱ)  ＩＴＵ－Ｔ勧告 

Ｘ．２０８、Ｘ．２１３、Ｑ．９５２．７ 
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〔Ｉ〕ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス 

 

１．定 義 
 ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスは、ＩＳＤＮユーザがある制限された量の情報を他の

ユーザとの呼に関連付けられた信号チャネル上でそのユーザとの間で送信／受信することを可能にする。 

 

２．解 説 
2.1 概 要 

 ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスは原則として５章／標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］で定義

されたレイヤ３プロトコルを使用して二者間の通信手段を提供する。ユーザ・ユーザ情報転送手順はユー

ザ間での情報交換に使用され、ステージ１サービス記述に記述されたサービスを提供する。ユーザ・ユー

ザ信号の交換は網またはユーザにより提供されるフロー制御手順により制限される。ユーザ・ユーザ情報

の交換は、網確認サービスではない。いかなる確認手順も、ユーザ間の高位レイヤで制御されなければな

らない。 

 

 網は回線交換呼に対応した３種類のユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスをユーザに提供し

てもよい。 

(1)  サービス１ ：呼設定及び切断復旧フェーズで、標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］呼制御メッセージに

含まれるユーザ・ユーザ情報要素の転送によって交換されるユーザ・ユーザ情報 

(2)  サービス２ ：送り側の視点から見て呼設定中に「呼出」（ALERTING）メッセージと「応答」

（CONNECT）メッセージとの間で「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージに含まれ交

換されるユーザ・ユーザ情報 

(3)  サービス３ ：呼が「通信中」状態にあるときに「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッ

セージに含まれ交換されるユーザ・ユーザ情報 

 

 ３つのサービスは、１つの呼に対応し、別々にまたは任意の組合せで利用されうる。オプションとして、

呼の設定中において、ユーザは要求したユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスが呼に必須のも

のとして明記することができる。即ち、そのような呼についてはユーザ・ユーザ情報を渡すことができな

い場合は呼の設定を完了すべきではない。 

 

2.2 特殊用語 

 ユーザは、ユーザ・網インタフェースのユーザ側のディジタル加入者線信号方式Ｎo.1（ＤＳＳ１）プロ

トコルエンティティである。 

 網は、ユーザ・網インタフェースの網側のディジタル加入者線信号方式Ｎo.1（ＤＳＳ１）プロトコルエ

ンティティである。 

 着信ユーザは、着側インタフェースにおいて着信呼を受けたユーザである。 

 発信ユーザは、発側インタフェースにおいて発信呼を生起したユーザである。 

 サービス対象ユーザは、ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスを要求したユーザである。 

 インボークコンポーネントは、標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］に定義される。 

 

2.3 テレコミュニケーションサービスへの適用上の制限 

 標準ＪＴ－Ｉ２５７［３］を参照せよ。 
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2.4 状態定義 

 標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］に従った、基本呼制御に関連する状態が適用できる。 

 

３．動作上の要求条件 
3.1 サービス提供／取消し 

 ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスのサービス１およびサービス２は、発信ユーザが加入

していなければならない。ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスのサービス３は、サービス対

象ユーザが加入していなければならない。これら個々のサービスをユーザに対して個々の付加サービスと

して提供するか、任意の特定の組合せで提供するかはサービス提供者オプションである。 

 

3.2 発側の網に対する要求条件 

 ５．１節／標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］の基本呼制御手順が適用可能である。 

 

3.3 網内での要求条件 

 ディジタル加入者線信号方式Ｎo.1（ＤＳＳ１）には適用されない。 

 

3.4 着側の網に対する要求条件 

 ５．２節／標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］の基本呼制御手順が適用可能である。 

 

3.5 想定端末 

 ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスのサービス１を使用する端末装置は、後段の５．２．

１節に記述されるユーザ・ユーザ情報要素（４．５．３０節／標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］参照）を、生成

および受信する機能が必要である。明白なサービス起動の場合は５．２．１節のコーディングと手順の提

供も必要である。 

 

 ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスのサービス２を使用する端末装置は、後段の５．２．

２．３節に記述されるユーザ・ユーザ情報要素を含む「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセー

ジ（４．５．３０節／標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］参照）を、生成および／あるいは受信する機能が必要で

ある。また、５．２．２節のコーディングと手順の提供も必要である。 

 

 ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスのサービス３を使用する端末装置は、後段の５．２．

３．４節に記述されるユーザ・ユーザ情報要素を含む「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセー

ジ（４．５．３０節／標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］参照）を、生成および／あるいは受信する機能が必要で

ある。また、後段の５．２．３節のコーディングと手順の提供も必要である。輻輳制御が使用される場合

は、「輻輳制御」（CONGESTION CONTROL）メッセージおよび輻輳制御レベル情報要素（４．５．１４

節／標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］参照）を提供し、後段の５．２．３．５節の手順に従うことが必要である。 

 

４．コーディング上の要求条件 
 ＜本節の記述のうち、「呼設定確認」（SETUP ACKNOWLEDGE）メッセージを適用する手順は、非標

準である（参考の 2.1 (1) (a)参照）。＞ 
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4.1 メッセージ 

 次にあげるメッセージが、サービス１および２、３のサービス起動手順に適用される。 

「呼設定」（SETUP）、「呼設定確認」（SETUP ACKNOWLEDGE）、「呼設定受付」（CALL 

PROCEEDING）、「経過表示」（PROGRESS）、「呼出」（ALERTING）、「応答」（CONNECT）、

「切断」（DISCONNECT）、「解放」（RELEASE）、「解放完了」（RELEASE COMPLETE） 

サービス３の起動手順には、「ファシリティ」（FACILITY）メッセージも適用される。 

 

次にあげるメッセージが、サービス１の情報転送に適用される。 

 「呼設定」（SETUP）､「呼出」（ALERTING）､「応答」（CONNECT）､「切断」（DISCONNECT）、

「解放」（RELEASE）､「解放完了」（RELEASE COMPLETE） 

 

次にあげるメッセージが、サービス２および３の情報転送に適用される。 

 「ユーザ情報」（USER INFORMATION） 

輻輳制御が使用される場合は、次にあげるメッセージが、サービス３の輻輳制御に適用される。 

 「輻輳制御」（CONGESTION CONTROL） 

 

 ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスで使用されるメッセージの内容を以下に示す。 

 

ＴＴＣ注－輻輳制御メッセージの、輻輳制御レベル情報要素の参照勧告／節に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に

明らかな誤りがあるため訂正した。 

ＴＴＣ注－ファシリティメッセージの、ファシリティ情報要素の参照節に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に明ら

かな誤りがあるため訂正した。 

ＴＴＣ注－ユーザ情報メッセージの、ファシリティ情報要素の参照節に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に明らか

な誤りがあるため訂正した。 

 

 メッセージ種別：呼出（ALERTING）  

 

情 報 要 素 参    照 方 向 種  別 情報長 

プロトコル識別子 4.2／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ １ 

呼番号 4.3／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ ２～＊ 

メッセージ種別 4.4／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ １ 

ファシリティ 8.2.3／ＪＴ－Ｑ９３２ 両方向 Ｏ（注１） １９ 

ユーザ・ユーザ 4.5.30／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｏ（注２） ２～１３１ 

 

注１－サービス２の起動手順の場合、常に本メッセージに含まれる。ユーザから網の方向で、明白な

サービス１の起動手順の場合、常に本メッセージに含まれる。サービス１で上記以外の場合は本

メッセージに含まれない。 

注２－競合しない場合における、サービス１（明白な起動手順または暗黙の起動手順）の場合、本メッ

セージに含まれうる。 

注３－他の必須およびオプション情報要素は、標準ＪＴ－Ｑ９３１に従う。 
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 メッセージ種別：呼設定受付（CALL PROCEEDING ） 

 

情 報 要 素 参    照 方 向 種  別 情報長 

プロトコル識別子 4.2／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ １ 

呼番号 4.3／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ ２～＊ 

メッセージ種別 4.4／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ １ 

ファシリティ 8.2.3／ＪＴ－Ｑ９３２ 両方向 Ｏ（注１） １９ 

 

注１－サービス１、サービス２、サービス３の明白な要求を拒否する場合のみ本メッセージに含まれる。 

注２－他の必須およびオプション情報要素は、標準ＪＴ－Ｑ９３１に従う。 

 

 

 メッセージ種別：輻輳制御（CONGESTION CONTROL ） 

 

情 報 要 素 参    照 方 向 種  別 情報長 

プロトコル識別子 4.2／ＪＴ－Ｑ９３１ ｎ→ｕ Ｍ １ 

呼番号 4.3／ＪＴ－Ｑ９３１ ｎ→ｕ Ｍ ２～＊ 

メッセージ種別 4.4／ＪＴ－Ｑ９３１ ｎ→ｕ Ｍ １ 

輻輳制御レベル 4.5.14／ＪＴ－Ｑ９３１ ｎ→ｕ Ｍ １ 

理由表示 4.5.24／ＪＴ－Ｑ９３１ ｎ→ｕ Ｍ ４～３２ 

  

注－他のオプション情報要素は、標準ＪＴ－Ｑ９３１に従う。 

 

 

 メッセージ種別：応答（CONNECT） 

 

情 報 要 素 参    照 方 向 種  別 情報長 

プロトコル識別子 4.2／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ １ 

呼番号 4.3／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ ２～＊ 

メッセージ種別 4.4／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ １ 

ファシリティ 8.2.3／ＪＴ－Ｑ９３２ 両方向 Ｏ（注１） １９ 

ユーザ・ユーザ 4.5.30／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｏ（注２） ２～１３１ 

  

注１－着呼が競合しない場合における明白なサービス１の起動手順、および呼設定中のサービス３の起

動手順では、常に本メッセージに含まれる。着呼が競合しない場合において、「呼出」

（ALERTING）メッセージに含まれていないとき、明白なサービス１の起動手順では、本メッ

セージに含まれうる。ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスでは上記以外では含まれ

ることはない。 

注２－サービス１（明白な起動手順または暗黙の起動手順）で、本メッセージに含まれうる。これ以外 

では含まれない。 

注３－他の必須およびオプション情報要素は、標準ＪＴ－Ｑ９３１に従う。 
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 メッセージ種別：切断（DISCONNECT）  

 

情 報 要 素 参    照 方 向 種  別 情報長 

プロトコル識別子 4.2／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ １ 

呼番号 4.3／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ ２～＊ 

メッセージ種別 4.4／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ １ 

ファシリティ 8.2.3／ＪＴ－Ｑ９３２ 両方向 Ｏ（注２） １９ 

ユーザ・ユーザ 4.5.30／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｏ（注１） ２～１３１ 

  

注１－サービス１では、「切断」（DISCONNECT）メッセージが最初の切断復旧メッセージである場合 

に含むことができる。その他の場合には含まれない。 

 注２－明白なサービスの受付、あるいは、サービス１，２もしくは３の拒否を表示するために含むこと 

ができる。 

 注３－他の必須およびオプション情報要素は標準ＪＴ－Ｑ９３１に従う。 

 

 

 メッセージ種別：ファシリティ（FACILITY）  

 

情 報 要 素 参    照 方 向 種  別 情報長 

プロトコル識別子 4.2／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ １ 

呼番号 4.3／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ ２～＊ 

メッセージ種別 8.1／ＪＴ－Ｑ９３２ 両方向 Ｍ １ 

ファシリティ 8.2.3／ＪＴ－Ｑ９３２ 両方向 Ｏ（注１） １９ 

  

注１－通信中における、サービス３の起動手順のために含まれる。 

 注２－他の必須およびオプション情報要素は標準ＪＴ－Ｑ９３２に従う。 

 

 

 メッセージ種別：経過表示（PROGRESS）  

 

情 報 要 素 参    照 方 向 種  別 情報長 

プロトコル識別子 4.2／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ １ 

呼番号 4.3／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ ２～＊ 

メッセージ種別 4.4／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ １ 

ファシリティ 8.2.3／ＪＴ－Ｑ９３２ ｎ→ｕ Ｏ（注１） １９ 

ユーザ・ユーザ 4.5.30／ＪＴ－Ｑ９３１ ｎ→ｕ Ｏ（注２） ２～１３１ 

 

注１－明白なサービス１、サービス２もしくは、サービス３要求の拒否としてのみ含まれる。 

注２－（例えば、インバンドトーンとアナウンスに関連して）リモートユーザにより、呼が通信中状態

に到達する以前に、切断復旧されたこと並びに、ユーザ・ユーザ情報要素が、切断復旧メッセー

ジの中に含まれていることを表示するために、網により「経過表示」（PROGRESS）メッセージ

が送出される場合に含まれる。 

注３－他の必須およびオプション情報要素は標準ＪＴ－Ｑ９３１に従う 
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 メッセージ種別：解放（RELEASE） 

 

情 報 要 素 参    照 方 向 種  別 情報長 

プロトコル識別子 4.2／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ １ 

呼番号 4.3／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ ２～＊ 

メッセージ種別 4.4／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ １ 

ユーザ・ユーザ 4.5.30／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｏ（注１） ２～１３１ 

  

注１－サービス１では、「解放」（RELEASE）メッセージが最初の切断復旧メッセージである場合に

含むことができる。その他の場合には含まれない。 

注２－他の必須およびオプション情報要素は標準ＪＴ－Ｑ９３１に従う 

 

 

 メッセージ種別：解放完了（RELEASE COMPLETE） 

 

情 報 要 素 参    照 方 向 種  別 情報長 

プロトコル識別子 4.2／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ １ 

呼番号 4.3／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ ２～＊ 

メッセージ種別 4.4／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ １ 

ユーザ・ユーザ 4.5.30／ＪＴ－Ｑ９３１ ｕ→ｎ Ｏ（注１） ２～１３１ 

  

注１－サービス１では、着信の「呼設定」（SETUP）メッセージの拒否のために、ユーザにより「解放

完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージが、送出された場合に含むことができる。その他の

場合には含まれない。 

注２－他の必須およびオプション情報要素は標準ＪＴ－Ｑ９３１に従う 

 

 

 メッセージ種別：呼設定（SETUP） 

 

情 報 要 素 参    照 方 向 種  別 情報長 

プロトコル識別子 4.2／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ １ 

呼番号 4.3／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ ２～＊ 

メッセージ種別 4.4／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ １ 

ファシリティ 8.2.3／ＪＴ－Ｑ９３２ 両方向 Ｏ（注１） １９ 

ユーザ・ユーザ 4.5.30／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｏ（注２） ２～１３１ 

 

注１－呼設定中における、明白なサービス１、サービス２、およびサービス３の起動手順のために、常

に含まれる。 

注２－暗黙のサービス１の起動手順のために、常に含まれる。情報長は、最低３オクテット必要である。

明白な起動手順が使用された場合、サービス１に対しても含むことができる。その他の場合には、

含まれない。 

注３－他の必須およびオプション情報要素は標準ＪＴ－Ｑ９３１に従う 
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 メッセージ種別：呼設定確認（SETUP ACKNOWLEDGE） 

 

情 報 要 素 参    照 方 向 種  別 情報長 

プロトコル識別子 4.2／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ １ 

呼番号 4.3／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ ２～＊ 

メッセージ種別 4.4／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ １ 

ファシリティ 8.2.3／ＪＴ－Ｑ９３２ 両方向 Ｏ（注１） １９ 

 

注１－明白なサービス１、サービス２もしくは、サービス３要求の拒否のためにのみ含まれる。 

注２－他の必須およびオプション情報要素は標準ＪＴ－Ｑ９３１に従う 

 

 

 メッセージ種別：ユーザ情報（USER INFORMATION） 

 

情 報 要 素 参    照 方 向 種  別 情報長 

プロトコル識別子 4.2／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ １ 

呼番号 4.3／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ ２～＊ 

メッセージ種別 4.4／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ １ 

モアデータ 4.5.19／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｏ １ 

ファシリティ 8.2.3／ＪＴ－Ｑ９３２ 両方向 Ｏ（注１） １４ 

ユーザ・ユーザ 4.5.30／ＪＴ－Ｑ９３１ 両方向 Ｍ ２～１３１ 

  

注１－会議通話アッドオン付加サービスとの相互作用に関連して、「ユーザ情報」（USER 

INFORMATION）メッセージを、特定の会議出席者へ／から送信／受信した場合に含まれる。 

注２－他の必須およびオプション情報要素は標準ＪＴ－Ｑ９３１に従う 

 

4.2 コード群 

 すべての情報要素はコード群０に含まれる。 

 

4.3 情報要素 

 ファシリティ情報要素は、サービス１、２及び３に対するファンクショナルサービスの起動手順に適用

できる。 

 

 ユーザ・ユーザ情報要素は、サービス１、２及び３の情報転送に適用できる。 

 

 モアデータ情報要素は、サービス２及び３の情報転送に適用できる。 

 

 輻輳制御レベル情報要素は、サービス３の制御に適用できる。 

4.4 コードポイント 

4.4.1 ファシリティ情報要素を使ったサービス起動手順に対するシンタックス 
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表４－１／ＪＴ－Ｑ９５７〔Ｉ〕 オペレーション及びエラーの定義 

(ITU-T Q.957.1) 

 

User-User Singnalling ｛ccitt recommendation q 957 

  user-to-user-singnalling(1) 

  operations-and-errors(1)｝ 

DEFINITIONS ::=  

BEGIN   

EXPORTS  UserUserService; 

IMPORTS  OPERATION, ERROR 

  FROM Remote-Operation-Notation 

 ｛joint-iso-ccitt remote-operations (4) 

  notation (0)｝ 

  rejectedByNetwork, rejectedByUser 

  FROM General-Error-List 

 ｛ccitt recommendation q 950 general-error-list (1)｝; 

UserUserService ::= OPERATION 

ARGUMENT SEQUENCE ｛[1] IMPLICIT Service, 

   [2] IMPLICIT Preferred｝ 

RESULT  

ERRORS ｛rejectedByNetwork, rejectedByUser｝ 

 -- 網による拒否、ユーザによる拒否 

UUSRequest ::= OPERATION 

ARGUMENT SEQUENCE ｛[1] IMPLICIT Service, 

  [2] IMPLICIT Preferred｝ 

Service ::= INTEGER｛Service1(1), Service2(2), Service3(3)｝(1...3) 

Preferred -- 提供希望度 

 ::= BOOLEAN｛ 

 preferred（TRUE）, 

 -- 真（サービス提供は希望） 

 required（FALSE）｝ 

 -- 偽（サービス提供は必須） 

userUserService UserUserService :: = localValue 1 

 -- ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス 

uUSRequest UUSRequest :: = localValue 66 

 -- ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）要求 

ＥＮＤ   
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4.4.2 ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスオペレーションコンポーネントのコーディング 

図４－１／ＪＴ－Ｑ９５７［Ⅰ］を参照。 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット 

０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ 

 

クラス 

 

形式 

 

シーケンスタグ 

 

6.6 

 

０ 

長さ 

ﾌｫｰﾏｯﾄ 

 

シーケンス長 

 

 

6.7 

 

１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

 

クラス 

 

形式 

 

サービスタグ 

 

6.8 

 

０ 

長さ 

ﾌｫｰﾏｯﾄ 

 

サービス長 

 

 

6.8.1 

 

 

サービス 

 

 

6.8.2 

 

１ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ 

 

クラス 

 

形式 

 

提供希望度タグ 

 

6.8.3 

 

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

長さ 

ﾌｫｰﾏｯﾄ 

 

提供希望度長 

 

6.8.4 

 

 

提供希望度 

 

 

6.8.5 

 

 

図４－１／ＪＴ－Ｑ９５７〔Ⅰ〕 

(ITU-T Q.957.1) 

 

ファリシティ情報要素に含まれるインボーグコンポーネント及び 

ユーザ・ユーザ情報転送（UUS）付加サービスのオペレーション 

特有フィールド 
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表４－２／ＪＴ－Ｑ９５７〔Ⅰ〕 

(ITU-T Q.957.1) 

 

ファリシティ情報要素に含まれるインボーグコンポーネント及び 

ユーザ・ユーザ情報転送（UUS）付加サービスのオペレーション 

特有フィールド 

 

クラス（オクテット 6.6，6.8，6.8.3） 

ビット 
８ ７  

０ ０ ユニバーサル 

１ ０ コンテクスト特有 

他の値は全て予約済 

 

形式（オクテット 6.6，6.8，6.8.3） 

ビット 

６  

０ プリミティブ 

１ コンストラクタ 

 

長さフォーマット（オクテット 6.7，6.8.1，6.8.4） 

ビット 
８  

０ 長さは１オクテット長 

 

シーケンス長（オクテット 6.7） 

 このフィールドは以下に続くフィールド（すなわち、オクテット 6.8 とその継続部）のシーケンスの合

計長を表す。サービスのオクテット数は２進数でコード化され、最下位ビット（ＬＳＢ）はビット１であ

る。 

 

サービス長（オクテット 6.8.1） 

 このフィールドはサービスフィールド（すなわち、オクテット 6.8.2）の内容の合計長を表す。サービス

のオクテット数は２進数でコード化され最下位ビット（ＬＳＢ）はビット１である。 

 

サービス（オクテット 6.8.2） 

ビット 
８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ サービス１ 

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ サービス２ 

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ サービス３ 

他の値は全て予約済 

 

提供希望度長（オクテット 6.8.4） 

 このフィールドは提供希望度フィールド（すなわち、オクテット 6.8.5）の合計長を表す。提供希望度

フィールドのオクテット数は２進数でコード化され、最下位ビット（ＬＳＢ）はビット１である。 
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提供希望度（オクテット 6.8.5） 

ビット 
８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 偽（サービス提供は必須） 

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 真（サービス提供を希望）（注） 

 

注－“００００００００”以外の値は真を表す。 

 

５．信号上の要求条件 
 ＜本節の記述のうち「呼設定確認」（SETUP ACKNOWLEDGE）メッセージを適用する手順は非標準で

ある（参考の 2.1(1)(a)参照）。＞ 

 

5.1 サービスの開始／停止／登録 

 サービス１、２及び３はユーザからの明白な要求に従って、呼ごとを基本として供給されうる。標準の

明白な起動手順は標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］で定義されたファシリティ情報要素を使用する。 
 

 サービス１は、５．２．１．１．１節で記述されているように、暗黙にも起動されうる。この場合、

サービスの起動と動作は区別できない。 
 

 呼設定に関しての手順は標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］に以下の修正を加えて記述される。呼の要求におい

て、発信ユーザによって送出される「呼設定」（SETUP）メッセージは、独立のサービス１、２及び３の

要求を含むべきである。 
 

 着信ユーザに向かって網から送出される「呼設定」（SETUP）メッセージもまた、同様に独立したサー

ビス要求を含むべきである。着信ユーザは、明白なメカニズムによって要求された表示サービスをサポー

トできる場合、特定のサービス受諾は、５．２．１、５．２．２と５．２．３節で定義されているように、

適切なメッセージで通知されるべきである。 

 

 停止手順はこれらサービスを提供するのに必要でない。 

 

 複数の呼に関する競合が起こりうる場合、これらのサービスを起動中（及び、サービス１に関して、通

常動作）の着信ユーザ手順は制限される。これらの手順のためには、着信ユーザに「呼設定」（SETUP）

メッセージが送信された時、着信ユーザはその呼に関して、以下のうちのどれも適用されないならば、呼

の競合が起こりうることを想定すべきである。 

 a)  「呼設定」（SETUP）メッセージがポイント・ポイントデータリンクを用いて送信される。 

 b)  端末識別手順がうまく完了（付属資料Ａ／標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］参照）し、「呼設定」

（SETUP）メッセージが、ユーザ装置を唯一選択する終端点識別子情報要素（すなわち、ＵＳＩＤや

ＴＩＤ値がストアされた値に一致し、インタプリタビット値が０）を含む。 

 c)  そのユーザ装置が「呼設定」（SETUP）メッセージ中のアドレス情報、及び／あるいは、整合性情

報に基づいて自分自身に唯一識別されていると認識する。 

 d)  ユーザ装置が呼の競合が発生しないことをローカル（すなわち、構成されている）に認識する。 

 

 網側からみて、端末構成（または、他の手段で、例えば、契約）の認識に基づき、網が着信側のユー

ザ・網インタフェースの着呼要求に関して、２つ以上の「呼出」（ALERTING）メッセージを期待する場

合、呼の競合は存在する。 
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5.2 インボケーションと動作 

5.2.1 ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスのサービス１ 

5.2.1.1 呼設定フェーズ 

5.2.1.1.1 暗黙の場合の動作 

 サービス１は、５．１．１節／標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］で記述されるように、発信側のユーザ・網イ

ンタフェースを介して転送される「呼設定」（SETUP）メッセージの中に、４．５節／標準ＪＴ－Ｑ９３

１［１］で定義されている可変長なユーザ・ユーザ情報要素を含むことよって暗黙に要求されうる。本情

報要素は網によって転送され５．２．１節／標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］に記述されている様に、着信側の

ユーザ・網インタフェースを介して転送される「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージ内のユーザ・ユーザ

情報要素でそのままの形で着信側へ引き渡される。起動するためには、この情報要素は４．５節／標準Ｊ

Ｔ－Ｑ９３１［１］で定義されるように少なくとも３オクテット長でなければならない。 

 

 着信呼に対する複数のユーザによる競合がない場合、ユーザ・ユーザ情報要素は、５．２．５節／標準

ＪＴ－Ｑ９３１［１］で記述されているように、着信側のユーザ・網インタフェースを介して転送される

「呼出」（ALERTING）メッセージ、及び／あるいは、「応答」（CONNECT）メッセージに含まれうる。

「切断」（DISCONNECT）または「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージにも含まれうる（５．

２．１．２節参照）。この情報要素の内容は網によって転送され、５．１．７節／標準ＪＴ－Ｑ９３１及

び５．１．８節／標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］に記述されているように発信側のユーザ・網インタフェース

を介して転送される対応メッセージ内のユーザ・ユーザ情報要素で引き渡される。 

 

 呼の競合が存在することを網が認識する場合、ユーザ・ユーザ情報要素は着信側で送出される「応答」

（CONNECT）メッセージに着信ユーザによって含まれうる。「切断」（DISCONNECT）または「解放完

了」（RELEASE COMPLETE）メッセージにも含まれうる（５．２．１．２節参照）。発信ユーザへ転送

されるユーザ・ユーザ情報要素の内容は、５．２．８節／標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］に記述されるように

選択された端末から受信されたものでなければならない。 

 

 注－開放型システム間相互接続（ＯＳＩ）のネットワークサービス定義ＩＳＯ／ＩＥＣ８３４８｜ＩＴ

Ｕ－Ｔ勧告Ｘ．２１３［６］に従って、着信ユーザはユーザ・ユーザ情報要素の内容を使用して通

信可能性確認を実施しうる（付属資料Ｂ／標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］参照）。ＯＳＩネットワーク

サービスのコンテキストにおいて、サービス１は「Ｎ－応答」及び「Ｎ－切断」プリミティブの

「ＮＳ－ユーザ－データ」パラメータの伝達をサポートするのに使用されうる。 

 

5.2.1.1.2 明白な場合の動作（提供希望または提供必須） 

 呼設定の手順は５．１節／標準ＪＴ－Ｑ９３１と５．２節／標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］及び５．２．１．

１．１節に以下の修正を加えたもので記述される。 

 

 発呼要求では、発信ユーザが送る「呼設定」（SETUP）メッセージに、明白なサービス１要求が含まれ

る。網から着信側へ送られる「呼設定」（SETUP）メッセージにも、明白なサービス１要求が含まれる。

発信ユーザが送る「呼設定」（SETUP）メッセージには、ユーザ・ユーザ情報要素は含まれ得る。網から

着信側へ送られる「呼設定」（SETUP）メッセージにも、発信ユーザから送られる「呼設定」（SETUP）

メッセージに存在する場合には、ユーザ・ユーザ情報要素が含まれる。 

 着信ユーザが呼の設定や切断復旧のメッセージの中にあるユーザ・ユーザ情報要素を転送可能な場合に、
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サービス１の受付確認は以下のものに含まれる。 

 a)  通信中状態より前の「呼出」(ALERTING)または「応答」(CONNECT)または最初の切断復旧メッ

セージ 

 b)  網が呼の競合が存在することを認識している場合の「応答」（CONNECT）または最初の切断復旧

メッセージ 

 

 この明白なサービス１の受付確認は、網によって「呼出」（ALERTING）、「応答」（CONNECT）、

「切断」（DISCONNECT）メッセージに含めて発信ユーザへ送られる。 

 

 ユーザ・ユーザ情報要素は、５．２．５節／標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］で記述されているように着信側

のユーザ・網インタフェースから転送される「呼出」（ALERTING）メッセージ及び／または「応答」

（CONNECT）メッセージに含まれ得る。 

 

 注－開放型システム間相互接続（ＯＳＩ）のネットワークサービス定義ＩＳＯ／ＩＥＣ８３４８｜ＩＴ

Ｕ－Ｔ勧告Ｘ．２１３［６］に従って、着信ユーザはユーザ・ユーザ情報要素の内容を使用して通

信可能性確認を実施し得る（付属資料Ｂ／標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］参照）。ＯＳＩネットワーク

サービスのコンテキストにおいて、サービス１は「Ｎ－応答」や「Ｎ－切断」プリミティブの「Ｎ

Ｓ－ユーザ－データ」パラメータの伝達をサポートするのに使用され得る。 

 

5.2.1.2 呼の切断復旧フェーズ 

 ユーザ・ユーザ情報要素は、正常な呼の切断復旧を開始するのに使われる最初のメッセージに含まれ得

る（５．３．３節／標準ＪＴ－Ｑ９３１及び５．３．４節／標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］参照）。 

 

 このような情報要素に含まれる情報は、最初の切断復旧メッセージによってリモートユーザに転送され

る（５．３．３節／標準ＪＴ－Ｑ９３１及び５．３．４節／標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］参照）。このよう

な転送は、リモートユーザ側の加入者線交換機でリモートユーザへ切断復旧メッセージを転送する前に、

情報が受信された場合に限り行われ、さもなければ情報は何の通知もなしに捨てられる。 

 

 さらに「呼設定」（SETUP）メッセージがデータリンクレイヤの放送能力を用いて送出され、そして網

がユーザからの最初の応答の受信によって、呼の競合がないということを判断できない場合、次のユー

ザ・ユーザ情報要素の転送だけが許される。 

 a)  網から着信ユーザの方向では、発信ユーザによる通信中前の切断復旧の場合、ユーザ・ユーザ情報

要素は着「呼設定」（SETUP）メッセージに既に応答しているそれぞれの着信ユーザへ「解放」

（RELEASE）メッセージで送られる。 

 b)  着信ユーザから網への方向では、ユーザ・ユーザ情報要素は選択された端末からのみ受け付ける。 

 

 網はオプションとして、複数の切断復旧メッセージを受信した場合、５．２．５．３節／標準ＪＴ－Ｑ

９３１［１］に従って保持される理由表示といっしょに、ユーザ・ユーザ情報要素や明白な要求の場合に

はファシリティ情報要素を保持してもよい。この理由表示が発信ユーザへ返されるときに、関連したユー

ザ・ユーザ情報要素も返される。優先順位の等しい理由表示とユーザ・ユーザ情報要素を伴った複数の切

断復旧メッセージが存在する場合、最初の切断復旧メッセージに含まれていたユーザ・ユーザ情報要素が

発信ユーザへ送られる。優先順位の最も高い理由表示を持つ切断復旧メッセージにユーザ・ユーザ情報要

素を含まず、かつ優先順位の低い理由表示を持つ他の切断復旧メッセージにユーザ・ユーザ情報要素が含
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まれている場合には、ユーザ・ユーザ情報要素は発信ユーザへは送り戻されない。網がユーザ・ユーザ情

報要素を保持しない場合、着信ユーザに続けて送られるメッセージ中に理由表示値＃４３“アクセス情報

廃棄”を伴う理由表示情報要素を含む（５．２．１．４．３節で規定される）。 

 

 着信呼に対する複数のユーザによる競合がない場合、ユーザ・ユーザ情報要素は、着信側インタフェー

ス上で呼を設定する間に、着信ユーザによって送られる最初の切断復旧メッセージに含まれ得る。 

 

 着信ユーザが、ユーザ・ユーザ情報要素を含む切断復旧メッセージで呼を拒否した場合、網はユーザ・

ユーザ情報要素を「切断」（DISCONNECT）メッセージに含めて発信ユーザへ送る。しかしながら、網が

発信ユーザへのインバンド情報を提供中で、その間は切断復旧手順を起動しないと選択した場合、網は

ユーザ・ユーザ情報要素を「経過表示」（PROGRESS）メッセージに含めて発信ユーザへ送り得る。 

 

 注－この能力がＩＳＯ／ＩＥＣ８３４８｜ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１３［６］に記述された切断復旧デー

タ転送（すなわち、「Ｎ－切断」プリミティブへの「ＮＳ－ユーザ－データ」パラメータの伝達）

を提供するために使用されることを意図している。 

 

5.2.1.3 中継交換機での動作 

 ディジタル加入者線信号方式Ｎo.1（ＤＳＳ１）には、適用しない。 

 

5.2.1.4 例外手順 

5.2.1.4.1 暗黙のサービス要求に対する拒否 

 網は発信ユーザからの「呼設定」（SETUP）メッセージにて、ユーザ・ユーザ情報要素を受信したが、

発信ユーザがサービス１未契約の場合、ユーザ・ユーザ情報要素を廃棄する。廃棄した場合でも呼設定処

理は続ける。網はまた、ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）要求を非許容としたことを理由表示＃５０

“要求ファシリティ未契約”または、理由表示＃４３“アクセス情報廃棄”を含む「状態表示」

（STATUS）メッセージにて発信ユーザに通知し得る。 

 

 着信ユーザは受け取ったユーザ・ユーザ情報要素を理解できないかもしれない。この場合、ユーザは通

常の呼処理を中断することなしにこの情報を廃棄する。網では、これに備えて、特有の信号手順は提供し

ない。 

 

5.2.1.4.2 明白なサービス要求に対する拒否 

 一般的な例外手順は６．３．６節／標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］に記述されているが、特有な例外手順は

以下に記述する。 

 

 網がサービス１をサポートできない場合、もしくは、発信ユーザがサービス未契約でありかつ、サービ

ス１を提供希望として要求している場合、“網による拒否”を示すサービス１拒否が、網がサービスをサ

ポートできないと判断した時の呼状態に従って、「呼設定確認」（SETUP ACKNOWLEDGE）､「呼設定

受付」（CALL PROCEEDING）､「経過表示」（PROGRESS）､「呼出」（ALERTING）または、「応答」

（CONNECT）メッセージに含まれる。 

 

 サービス１要求が提供必須と示され、網がサポートできない（例えば、未提供または、サービスを提供

することが一時的にできない）場合、網は理由表示＃４７“その他のリソース使用不可クラス”または、
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理由表示＃６９“未提供ファシリティ要求”および、“網による拒否”を示すサービス１拒否を伴った

「切断」（DISCONNECT）または、「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージ（呼状態による）

を送出する。 

 

 サービス１要求が提供必須と示され、発信ユーザがサービス未契約である場合、網は理由表示＃５０

“要求ファシリティ未契約”および、“網による拒否”を示すサービス１拒否を伴った「切断」

（DISCONNECT）または、「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージを送出する。 

 

 着信ユーザがサービス１指示の受付けを望まない場合かつ、サービス１が提供希望として要求されてい

た場合、“ユーザによる拒否”を示すサービス１拒否を以下のメッセージに含めて送出する。 

 a)  「呼出」（ALERTING）、「応答」（CONNECT）または、通信中状態以前の最初の切断復旧メッ

セージ。 

 b)  網が呼の競合の存在を認識した時の「応答」（CONNECT）または、最初の切断復旧メッセージ。 

 

 この明白なサービス１拒否は網によって発信ユーザに「呼出」（ALERTING）、「応答」

（CONNECT）、または、「切断」（DISCONNECT）メッセージにて送出される。 

 

 着信ユーザがサービス１指示の受付けを望まない場合かつ、サービス１が提供必須として要求された場

合、“ユーザによる拒否”を示すサービス１拒否が理由表示＃６９“未提供ファシリティ要求”を伴った

「切断」（DISCONNECT）または、「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージに含まれる。この

明白なサービス１拒否は、（呼の競合が起こり得る場合で他のユーザが呼を受付けるか、ユーザ・ユーザ

サービス表示を受付けながらも呼を拒否する場合を除いて）網によって発信ユーザに「切断」

（DISCONNECT）メッセージにて送出される。 

 

 着信ユーザが「呼出」（ALERTING）、「応答」（CONNECT）、「切断」（DISCONNECT）または、

「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージ内でサービス１の受付または、拒否を含めない場合で

サービス１要求が提供希望と示されている場合、網は“ユーザによる拒否”を示す明白な拒否を「応答」

（CONNECT）または、「切断」（DISCONNECT）メッセージで発信ユーザに送出する。 

 

 着信ユーザが「呼出」（ALERTING）または、「応答」（CONNECT）メッセージ内でサービス１の受

付けまたは、拒否を含めない場合でサービス１要求が提供必須と示されている場合、網は理由表示＃６９

“未提供ファシリティ要求”と“ユーザによる拒否”を示すサービス１拒否を含めて「切断」

（DISCONNECT）メッセージを発信ユーザに送ることで呼の切断復旧を行う。そのうえ、網は、着信ユー

ザに理由表示＃３１“その他の正常クラス”を伴う「切断」（DISCONNECT）メッセージを送信する。呼

の競合が起こり得る場合は、応答した各々のユーザに理由表示＃３１“その他の正常クラス”を伴う「解

放」（RELEASE）メッセージを送出する。 

 

 着信ユーザが「切断」（DISCONNECT）または、「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージで

サービス１の受付けまたは、拒否を含めない場合でサービス１要求が提供必須と示されている場合、網は

“ユーザによる拒否”を示すサービス１拒否を含めて「切断」（DISCONNECT）メッセージを発信ユーザ

に送出する。 
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5.2.1.4.3 呼制御メッセージに含まれる期待されないユーザ・ユーザ情報要素 

 ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスの要求が着信ユーザへ通知される「呼設定」

（SETUP）メッセージに含まれない（暗黙にも明白にも）にもかかわらず、着信ユーザからの「呼出」

（ALERTING）メッセージまたは「応答」（CONNECT）メッセージにユーザ・ユーザ情報要素が含まれ

ている場合、網はその情報要素を廃棄する。ユーザ・ユーザ情報要素を廃棄した場合、網は着信ユーザ

（ＴＴＣ注）から受信したメッセージに対し残りの内容の動作を行い、理由表示＃４３“アクセス情報廃

棄”を含む「状態表示」（STATUS）メッセージを着信ユーザに送信する。 

 

 ＴＴＣ注－廃棄した場合、受信メッセージに関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に明らかに送信側ユーザの誤りが

あるため、発信ユーザから着信ユーザに訂正した。 

 

 ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスの要求が着信ユーザへ通知される「呼設定」

（SETUP）メッセージに含まれない（暗黙にも明白にも）にもかかわらず、どちらかのユーザからの「切

断」（DISCONNECT）、「解放」（RELEASE）または「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージ

にユーザ・ユーザ情報要素が含まれている場合、網はその情報要素を廃棄する。ユーザ・ユーザ情報要素

を廃棄した場合、網はそのユーザから受信したメッセージに対し、残りの内容の動作を行う。切断復旧を

起動したユーザ側が「切断」（DISCONNECT）（または「解放」（RELEASE））メッセージを送信して

いたら、網は切断復旧を起動したユーザ側に理由表示＃４３“アクセス情報廃棄”を含む「解放」

（RELEASE）（または「解放完了」（RELEASE COMPLETE））メッセージを送信する。切断復旧を起動

したユーザ側が「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージを送信していたら、網は切断復旧を起

動したユーザ側で呼の切断復旧が完了したとみなし、他の動作を起こさない。 

 

 着信ユーザに通知される「呼設定」（SETUP）メッセージがユーザ・ユーザ情報要素を含む場合で、

「呼出」（ALERTING）メッセージにユーザ・ユーザ情報要素が含まれており、かつ呼の競合がありうる

場合、網はこれを廃棄する。ユーザ・ユーザ情報要素を廃棄した場合、網は着信ユーザから受信したメッ

セージに対し残りの内容の動作を行い、理由表示＃４３“アクセス情報廃棄”を含む「状態表示」

（STATUS）メッセージを着信ユーザに送信する。 

 

 網は以下の場合、ユーザ・ユーザ情報要素を廃棄する。これは５章の他の部分で明白に記述されていな

い。 

－ユーザ・ユーザ情報要素が１３１オクテットより長くサービス１が明白にあるいは暗黙に起動され

た場合。 

－網がユーザ・ユーザ情報要素を含むメッセージを受信したが、そのメッセージにはこの標準で定義

されたユーザ・ユーザ情報要素を含める事が許されない場合。 

 

 ユーザ・ユーザ情報要素を廃棄した場合、網は送信ユーザから受信したメッセージに対し残りの内容の

動作を行い、理由表示＃４３“アクセス情報廃棄”を含む「状態表示」（STATUS）メッセージをその

ユーザに送信する。しかし網が切断復旧メッセージで受信したユーザ・ユーザ情報要素を廃棄する場合、

５．３節／標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］で定義される様に、網は続いてユーザへ送信する切断復旧メッセー

ジに理由表示＃４３“アクセス情報廃棄”を含める。網が「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッ

セージに含まれるユーザ・ユーザ情報要素を廃棄した場合、網は「解放完了」（RELEASE COMPLETE）

メッセージを送信したユーザ側での呼の切断復旧が完了したとみなし、他の動作を起こさない。 
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5.2.2 ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスのサービス２ 

5.2.2.1 呼設定フェーズ 

 発呼要求では、発信ユーザが送出する「呼設定」（SETUP）メッセージに明白なサービス２要求が含ま

れる。着信側での網から送出された「呼設定」（SETUP）メッセージにも明白なサービス２要求が含まれ

る。 

 

 着信ユーザが呼設定中の「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージを処理できる場合、サー

ビス２の受付が、網に送出される「呼出」（ALERTING）メッセージに含まれる。この明白な受付通知は、

網から発信ユーザに送出される「呼出」（ALERTING）メッセージで転送される。 

 

5.2.2.2 中継交換機での動作 

 本節はディジタル加入者線信号方式Ｎo.1（ＤＳＳ１）には適用されない。 

 

5.2.2.3 「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージの転送 

 サービス２は呼の競合が起こり得ない場合のみ適用される。 

 

 「呼出」（ALERTING）メッセージを受信したら、関与した両ユーザ間でユーザ・網インタフェースを

介して「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージを転送することによって、情報転送が可能と

なる。網はこれらのメッセージの発信側から着信側へあるいはその逆方向の転送を提供する。「ユーザ情

報」（USER INFORMATION）メッセージは、３．３．１３節／標準ＪＴ－Ｑ９３１［１］で定義される

ように、呼番号、プロトコル識別子、ユーザ・ユーザ情報要素を含んでいる。モアデータ情報要素もまた

「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージの送信元ユーザが相手ユーザに対して、同じブロッ

クに属している情報要素を含んだ他の「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージが続くことを

通知する時含まれてもよい。モアデータ情報要素の使用は、網では監視されない。 

 

ＴＴＣ注－「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージの参照節に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に明

らかな誤りがあるため訂正した。 

 

 サービス２が提供されている場合、「呼出」（ALERTING）メッセージ後「応答」（CONNECT）メッ

セージ前に各方向で３つ以上の「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージが転送されることは

ない。 

 

 網のオプションとして、「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージが、通信中状態で着信

ユーザに転送されることがある。 

 

 「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージの送信または受信によって呼の状態を変えること

はない。 

 

5.2.2.4 例外手順 

5.2.2.4.1 サービスの拒否／非受付 

 一般的な例外手順は、６．３．６節／標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］に述べられており、特殊な例外手順を

以下に述べる。 
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 網がサービス２をサポートできない場合、もしくは、発信ユーザがサービス未契約でありかつ、サービ

ス２が提供希望として要求されている場合に、“網による拒否”を示すサービス２拒否が、網がサービス

をサポートできないと判断した時の呼状態に従って、「呼設定」（SETUP）､「呼設定確認」（SETUP 

ACKNOWLEDGE）､「呼設定受付」（CALL PROCEEDING）、「経過表示」（PROGRESS）、「呼出」

（ALERTING）メッセージに含まれる。 

 

 サービス２要求を提供必須で示され、網がサポートできない（例えば、未提供または、サービスを提供

することが一時的にできない）場合、理由表示＃４７“その他のリソース使用不可クラス”または理由表

示＃６９“未提供ファシリティ要求”と、“網による拒否”を示すサービス２拒否を伴った「切断」

（DISCONNECT）または、「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージ（呼状態に依存する）を送

信する。 

 

 サービス２要求が提供必須で示され、発信ユーザがサービス未契約である場合、網は理由表示＃５０

“要求ファシリティ未契約”と“網による拒否”を示すサービス２拒否を伴った「切断」

（DISCONNECT）または、「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージを送信する。 
 

 網が着信ユーザのインタフェースにポイント・マルチポイント接続があるという情報を持っている場合

には、サービス２要求は網により拒否される。サービス２要求が提供希望で示されている場合には、網は

発信ユーザに返送する「呼出」（ALERTING）メッセージに“網による拒否”を示すサービス２拒否を含

める。サービス２要求が提供必須で示されている場合に、網は、発信ユーザに対して、理由表示＃６９

“未提供ファシリティ要求”と“網による拒否”を示すサービス２拒否を付加した「切断」

（DISCONNECT）メッセージを送信する。 
 

 着信ユーザがサービス２指示の受付を望まない場合かつ、サービス２が提供希望として要求された場合

には、“ユーザによる拒否”を示すサービス２拒否が「呼出」（ALERTING）メッセージに含まれる。こ

の明白なサービス２拒否は、「呼出」（ALERTING）メッセージで網により、発信ユーザに向けて転送さ

れる。 
 

 着信ユーザがサービス２指示の受付を望まない場合かつ、サービス２が提供必須として要求された場合

には、“ユーザによる拒否”を示すサービス２拒否が、理由表示＃６９“未提供ファシリティ要求”を付

加した「切断」（DISCONNECT）または、「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージに含まれる。

この明白なサービス２拒否は、「切断」（DISCONNECT）メッセージで網により、発信ユーザに向けて転

送される。 
 

 着信ユーザがサービス２の受付または拒否を「呼出」（ALERTING）メッセージに含まないかあるいは、

拒否を「切断」（DISCONNECT）または「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージに含まないで、

かつ要求が提供希望で表示された場合には、網は発信ユーザに対して、「呼出」（ALERTING）または

「切断」（DISCONNECT）メッセージに“ユーザによる拒否”を示す明白な拒否を含めて返送する。 
 

 着信ユーザがサービス２の受付または拒否を「呼出」（ALERTING）メッセージに含まず、かつ要求指

示が提供必須の場合には、網は、理由表示＃６９“未提供ファシリティ要求”と“ユーザによる拒否”を

示すサービス２拒否を付加した「切断」（DISCONNECT）メッセージを発信ユーザに送ることにより呼を

切断復旧する。さらに、理由表示＃３１“その他の正常クラス”を付加した「切断」（DISCONNECT）

メッセージが着信ユーザに送信される。 
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 着信ユーザがサービス２の拒否を「切断」（DISCONNECT）または、「解放完了」（RELEASE 

COMPLETE）メッセージに含まず、かつ要求指示が提供必須の場合には、網は、発信ユーザに対して、理

由表示＃３１“その他の正常クラス”を付加した「切断」（DISCONNECT）メッセージに“ユーザによる

拒否”を示すサービス２拒否を含め、そのメッセージを発信ユーザに送信する。 

 

5.2.2.4.2 許容されない「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージ 

 以下の場合には、網は、「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージを廃棄し、理由表示＃４

３“アクセス情報廃棄”を付加した「状態表示」（STATUS）メッセージを発信ユーザに送信する。 

 －網は、呼出中に「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージを受信したが、サービス２が起

動されていない場合。 

 －網が３つ以上の「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージをユーザから受信する場合。 

 －網が呼出中以外の呼状態で、「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージを受信する場合。 

 

5.2.3 ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスのサービス３ 

 このサービスは呼設定中、または呼が「通信中」状態にあるときに要求される。 

 

5.2.3.1 呼設定フェーズ 

 発呼要求では、発信ユーザが送出する「呼設定」（SETUP）メッセージに明白なサービス３要求が含ま

れる。着信側での網から送出された「呼設定」（SETUP）メッセージにも明白なサービス３要求が含まれ

る。 

 

 着信ユーザが「通信中」状態で「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージ転送を処理できる

場合、サービス３の受付が「応答」（CONNECT）メッセージに含まれる。 

 

5.2.3.2 通信中フェーズ 

 呼が「通信中」状態にあるときにユーザはサービス３提供希望のみを要求することができる。要求元

ユーザから網へサービス３要求を示した「ファシリティ」（FACILITY）メッセージが送られる。網は

サービス３を要求していないユーザ側に対して「ファシリティ」（FACILITY）メッセージでサービス３

要求を通知し、そのユーザのユーザ・網インタフェースにおいてＴ１タイマを開始する。 

 

 サービス３を要求しないユーザ側が「通信中」状態で「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッ

セージ転送を処理できる場合、サービス３の受付は「ファシリティ」（FACILITY）メッセージにより返

送される。この明白な受付は要求元ユーザに「ファシリティ」（FACILITY）メッセージで転送され、網

はＴ１タイマを停止する。 

 

5.2.3.3 中継交換機での動作 

 ディジタル加入者線信号方式Ｎo.1（ＤＳＳ１）には適用されない。 

 

5.2.3.4 「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージの転送 

 サービス３が起動された呼が「通信中」状態のとき、一方のユーザは他方へユーザ・網インタフェース

を介して「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージ伝達で情報の転送をしてもよい。網は、こ

れらのメッセージの転送を提供する。 
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 「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージは呼番号、プロトコル識別子、ユーザ・ユーザ情

報要素を含んでいる。モアデータ情報要素もまた、「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージ

の送信元ユーザが相手ユーザに対して同じブロックに属している情報を含んだ他の「ユーザ情報」

（USER INFORMATION）メッセージが続くことを通知するとき含まれてもよい。モアデータ情報要素の

使用は、網に監視されない。本手順を使用して分割されたブロックの完全性は保証されない。 

 

5.2.3.5 「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージの輻輳制御 

 網フロー制御メカニズムは呼が通信中の状態になった後それぞれの方向の「ユーザ情報」（USER 

INFORMATION）メッセージのフロー制御を行う。 

 

 それぞれの方向にＮ個の「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージを送信するバースト能力

は各ユーザに対して最初に与えられる。この場合Ｎの初期値はバーストパラメータＸの値に等しい。Ｎの

値はユーザが「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージを送信する毎に１ずつ減算され、Ｎは

Ｘを越えない範囲で一定期間Ｔ毎にＹずつ補充される。 

 

 バーストパラメータＸはＸ＝１６に、補充パラメータＹはＹ＝８にセットされる。 

 

 注－網によってはさらに大きなＸとＹの値を提供するが国際呼の場合のＸとＹは上記のようにセットさ

れる。二者間に合意がない場合大きな値を使用している網は適切な動作をとる必要がある。 

 

網が期間Ｔ内にＮ個より多い「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージを受信したなら超過

メッセージは廃棄される。網は最初に廃棄されたメッセージに「輻輳制御」（CONGESTION CONTROL）

メッセージに含まれる輻輳制御レベル情報要素“受信者受信不可”で答える。｢輻輳制御｣（CONGESTION 

CONTROL）メッセージには理由表示＃４３“アクセス情報廃棄”も含まれる。その後受信された「ユー

ザ情報」（USER INFORMATION）メッセージはユーザへの何らかの表示なしに網により廃棄される。 

 

 フロー制御の制限が解除されるとき（すなわちタイマＴ満了）、フロー制御の制限のために「ユーザ情

報」（USER INFORMATION）メッセージが廃棄されていたなら“受信者受信可”を示した「輻輳制御」

（ CONGESTION CONTROL）メッセージがユーザに送信される。「ユーザ情報」（ USER 

INFORMATION）メッセージが廃棄されていなければ何も送信されない。 

 

 ユーザは網から受信する「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージに対してフロー制御はで

きない。 

 

 網は「輻輳制御」（CONGESTION CONTROL）メッセージをユーザから受信したなら、理由表示＃１１

１“その他の誤り手順”の「状態表示」（STATUS）メッセージをユーザに送信しそれ以外の動作を起こ

さない。 

 

5.2.3.6 例外手順 

5.2.3.6.1 呼設定中に要求されたサービスの拒否 

 一般的な例外手順は６．３．６節／標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］に記述されており、以下では特殊な例外

手順について述べる。 

 網がサービス３をサポートできない場合、もしくは、発信ユーザがサービス未契約でありかつ、サービ



 - 21 - ＪＴ－Ｑ９５７ 

ス３を提供希望として要求している場合、“網による拒否”を示すサービス３拒否が、網がサービスをサ

ポートできないと判断した時点の呼状態に従って「呼設定確認」（SETUP ACKNOWLEDGE）、「呼設定

受付」（CALL PROCEEDING）、「経過表示」（PROGRESS）、「呼出」（ALERTING）または、「応

答」（CONNECT）メッセージに含まれる。 

 サービス３要求が提供必須と示され、網がサポートできない（例えば、未提供または、サービスを提供

することが一時的にできない）場合、網は理由表示＃４７“その他のリソース使用不可クラス”または理

由表示＃６９“未提供ファシリティ要求”及び、“網による拒否”を示すサービス３拒否を伴った「切

断」（DISCONNECT）または、「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージ（呼状態による）を送

出する。 

 サービス３要求が提供必須と示され、発信ユーザがサービス未契約である場合、網は理由表示＃５０

“要求ファシリティ未契約”及び、“網による拒否”を示すサービス３拒否を伴った「切断」

（DISCONNECT）または、「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージを送出する。 

 着信ユーザがサービス３指示の受付を望まない場合かつ、サービス３が提供希望として要求されていた

場合、“ユーザによる拒否”を示すサービス３拒否が「応答」（CONNECT）メッセージに含められる。

この明白なサービス３拒否は網によって「応答」（CONNECT）メッセージに含めて発信ユーザに送られ

る。 

 着信ユーザがサービス３指示の受付を望まない場合かつ、サービス３が提供必須として要求されていた

場合、“ユーザによる拒否”を示すサービス３拒否が、理由表示＃６９“未提供ファシリティ要求”とと

もに「切断」（DISCONNECT）または「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージに含められる。

この明白なサービス３拒否は網によって「切断」（DISCONNECT）メッセージに含めて発信ユーザに送ら

れる。（呼の競合が起こり得る場合で、他のユーザが呼を受け付ける場合を除く） 

 着信ユーザが、提供希望として要求されたサービス３の受付または拒否を「応答」（CONNECT）メッ

セージに含めない場合、あるいは拒否を「切断」（DISCONNECT）または「解放完了」（RELEASE 

COMPLETE）メッセージに含めない場合、網は“ユーザによる拒否”を示す明白な拒否を「応答」

（CONNECT）または「切断」（DISCONNECT）メッセージに含めて発信ユーザに返送する。 

 着信ユーザが、提供必須として要求されたサービス３の受付または拒否を「応答」（CONNECT）メッ

セージに含めない場合、網は理由表示＃６９“未提供ファシリティ要求”と“ユーザによる拒否”を示す

サービス３拒否を「切断」（DISCONNECT）メッセージに含めて発信ユーザに送り、呼を切断復旧する。

さらに理由表示＃３１“その他の正常クラス”を伴った「切断」（DISCONNECT）メッセージが着信ユー

ザに送られる。 

 着信ユーザが提供必須として要求されたサービス３に対して“ユーザによる拒否”を示すサービス３拒

否を「切断」（DISCONNECT）または「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージに含めないとき、

網は発信ユーザに送る「切断」（DISCONNECT）メッセージにサービス３拒否を含める。 

 

5.2.3.6.2 呼設定の後に要求されたサービスの拒否 

 一般的な例外手順は６．３．６節／標準ＪＴ－Ｑ９３２［２］に記述されており、以下では特殊な例外

手順について述べる。 

 網がサービス３をサポートできない場合、もしくは、要求元ユーザがサービス未契約である場合には、

“網による拒否”を示すサービス３拒否を、「ファシリティ」（FACILITY）メッセージに含める。 

 サービス３を要求しなかった側のユーザが、サービス３指示の受付を望まない場合、“ユーザによる拒

否”を示すサービス３拒否を「ファシリティ」（FACILITY）メッセージに含めて返送する。網はタイマ

Ｔ１を停止する。 

 要求先ユーザが、タイマＴ１が満了する前にサービス３要求に対して応答しなかった場合、網は“ユー



ＪＴ－Ｑ９５７ - 22 - 

ザによる拒否”を示すサービス３拒否を要求元ユーザに返送する。 

 サービス３要求の処理が終わっていない時に、相手ユーザから次の要求が送られて来た場合には、サー

ビス３に対する要求の衝突が起きる。このような場合には衝突を検出したエンティティ（ユーザもしくは

網）は“ユーザによる拒否”または“網による拒否”を示すサービス３拒否を含めた「ファシリティ」

（FACILITY）メッセージを返して２番目の要求を拒否する。結果的には両方とも要求は拒否されること

になる。 

 

5.2.3.6.3 期待しない「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージの受信 

 「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージをユーザから受信し、かつ、 

 a)  今の呼状態では許容されない場合（例えば、サービス３のみが起動されているときは通信中以外の

状態において）、 

 かつ／または、 

 b)  適切なユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスが起動されていない場合、 

には、網によりメッセージは廃棄される。と同時に、網は理由表示＃４３“アクセス情報廃棄”を伴った

「状態表示」（STATUS）メッセージを送る。 

 

６．他の付加サービスとの相互作用 
6.1 コールウェイティング（ＣＷ） 

 相互作用なし。 

 

6.2 コールトランスファ（ＣＴ） 

リモートユーザ（ユーザ B およびユーザ C）を扱う網は、７．９．２．４．１節／ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．

９５２．７［９］の最初の段落、７．９．２．５．１節／ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５２．７［９］の最初の

段落および７．１０．２．１節／ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５２．７［９］の三番目の段落に規定された手順

を実行する。それから、それらの手順の他に、以前に開始されたいかなるユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵ

Ｓ）付加サービスでも網によって取り消される。 

 

 この場合は、リモート網が呼制御メッセージまたは「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセー

ジのユーザ・ユーザ情報要素をリモートユーザから受信するなら、このユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵ

Ｓ）付加サービス関連の情報は、リモートユーザに表示なしで網によって廃棄される。 

 

 もし、転送呼が通信中状態の場合、５．２．３．２節に記述された手順に従い、リモートユーザによっ

てユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスのサービス３が再ネゴシエーションされるかもしれな

い。 

6.2.1 ノーマルコールトランスファ 

 現時点では適用される相互作用はない。 

 

6.2.2 エクスプリシットコールトランスファ 

 現時点では適用される相互作用はない。 

 

6.2.3 シングルステップコールトランスファ 

 現時点では適用される相互作用はない。 
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6.3 接続先番号通知（ＣＯＬＰ） 

 相互作用なし。 

 

6.4 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ） 

 相互作用なし。 

 

6.5 発信者番号通知（ＣＬＩＰ） 

 相互作用なし。 

 

6.6 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ） 

 相互作用なし。 

 

6.7 閉域接続付加サービス（ＣＵＧ） 

 相互作用なし。 

 

6.8 会議通話（ＣＯＮＦ） 

 ６．１１節／標準ＪＴ－Ｑ９５４．１［７］を参照のこと。 

 

6.9 ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ） 

 相互作用なし。 

 

6.10 着信転送系サービス 

6.10.1 ビジー時着信転送（ＣＦＢ） 

6.10.1.1 通常動作 

着呼要求に含まれる、任意のユーザ・ユーザ情報要素および／またはユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵ

Ｓ）付加サービス要求は呼とともに転送される。 

 

 ただし、網提供者オプションとして、ユーザ・ユーザ情報要素および／またはユーザ・ユーザ情報転送

（ＵＵＳ）付加サービス要求の転送を、転送元ユーザが該当するユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加

サービスを契約している場合のみに制限できる。 

 

 網が本オプションをサポートする場合で、かつ転送元ユーザが要求のあったユーザ・ユーザ情報転送

（ＵＵＳ）付加サービスを契約しておらず、かつ発信ユーザがサービスを提供必須として要求した場合、

ビジー時着信転送（ＣＦＢ）付加サービスは起動されない。網は理由表示＃２９“ファシリティ拒否”を

用いて、発信者に対し呼切断復旧を開始する。 

 

 網が本オプションをサポートする場合で、かつ転送元ユーザが要求されたユーザ・ユーザ情報転送（Ｕ

ＵＳ）付加サービスを契約しておらず、かつ発信ユーザがサービスを提供希望として要求した場合または

暗黙のサービス要求を行った場合、網は一切のユーザ・ユーザ情報要素および／またはユーザ・ユーザ情

報転送（ＵＵＳ）付加サービス要求を転送しない。 
 

注－明白な要求の場合、ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス要求が転送先ユーザに送信され

ないことにより、その要求に対する応答が受信されない。その結果、網は発信ユーザに対し、５．２．

１．４．２節、５．２．２．４．１節、あるいは５．２．３．６．１節に規定された手順に従って、

ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス要求を拒否することになる。 
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もし、ユーザが決定したユーザビジーの場合、転送元ユーザがユーザ・ユーザ情報要素および／または

ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスのサービス１の応答を「切断」（DISCONNECT）、「解

放」（RELEASE）または「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージの１つあるいはそれ以上に含

めるならば、ユーザ・ユーザ情報要素および／またはユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスの

サービス１応答は転送元ユーザに表示なしで網によって廃棄される。 

 

6.10.1.2 例外手順 
相互作用なし。 

 

6.10.2 無応答時着信転送（ＣＦＮＲ） 
 着呼要求に含まれる、任意のユーザ・ユーザ情報要素および／またはユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵ

Ｓ）付加サービス要求は、「呼設定」（SETUP）メッセージにより転送元ユーザへ送信される。 

 

6.10.2.1 サービス１の暗黙要求 
6.10.2.1.1 通常動作 
 着呼要求に含まれる、暗黙のサービス１要求（すなわち、ユーザ・ユーザ情報要素）は、呼とともに転

送される。 

 

 ただし、網提供者オプションとして、ユーザ・ユーザ情報要素の転送は、転送元ユーザがユーザ・ユー

ザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスのサービス１を契約している場合のみに制限できる。 

 

 網が本オプションをサポートする場合で、かつ転送元ユーザがユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加

サービスのサービス１を契約しておらず、かつ発信ユーザが暗黙のサービス要求を行った場合、網はユー

ザ・ユーザ情報要素を転送しない。 

 

注－転送先ユーザがユーザ・ユーザ情報要素を呼出表示とともに送信した場合、ユーザ・ユーザ情報要素

は破棄され、発信ユーザには送信されない。 

 

6.10.2.1.2 例外手順 
 相互作用なし。 

 

6.10.2.2 サービス１の明白な要求 
6.10.2.2.1 通常動作 
 サービスが提供必須として要求された場合、無応答時着信転送（ＣＦＮＲ）付加サービスは、該当呼に

対して起動されない。 

 

 サービスが提供希望として要求された場合、以下の手順が適用される： 

 

－転送元ユーザが「呼出」（ALERTING）メッセージにてサービス要求を受付けた場合、転送元ユーザか

らのサービス受付が発信ユーザに送信され、かつ無応答時着信転送（ＣＦＮＲ）付加サービスは該当呼

に対して起動されない； 

 

－転送元ユーザが「呼出」（ALERTING）メッセージにてサービス要求を拒否した場合、この拒否は発信

ユーザへ送信され、無応答時着信転送（ＣＦＮＲ）付加サービスは起動できる。転送される呼にユー

ザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス要求および、（もしあれば）ユーザ・ユーザ情報要素は含

まれない； 
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－転送元ユーザが「呼出」（ALERTING）メッセージにユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス

要求に関連した応答を含めていない場合、無応答時着信転送（ＣＦＮＲ）付加サービスは起動できる。

転送される呼にユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス要求および、（もしあれば）ユーザ・

ユーザ情報要素は含まれない； 
 

注－ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス要求が無視された場合、網は、５．２．１．４．２

節で規定された手順に従って、発信ユーザに対し、ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス

を拒否する。 

 

6.10.2.2.2 例外手順 

 相互作用なし。 

 

6.10.2.3 サービス２ 

6.10.2.3.1 通常動作 

 サービスが提供必須として要求された場合、無応答時着信転送（ＣＦＮＲ）付加サービスは、該当呼に

対して起動されない。 
 
 サービスが提供希望として要求された場合、以下の手順が適用される： 
 

－転送元ユーザが「呼出」（ALERTING）メッセージにてサービス要求を受付けた場合、転送元ユーザか

らのサービス受付が発信ユーザに送信され、かつ無応答時着信転送（ＣＦＮＲ）付加サービスは該当の

呼に対して起動されない； 
 

－転送元ユーザが「呼出」（ALERTING）メッセージにてサービス要求を拒否した場合、この拒否は発信

ユーザへ送信され、無応答時着信転送（ＣＦＮＲ）付加サービスは起動できる。該当呼はユーザ・ユー

ザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス要求をともなわずに転送される； 
 

－転送元ユーザが「呼出」（ALERTING）メッセージにてユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービ

ス要求を無視した場合、無応答時着信転送（ＣＦＮＲ）付加サービスは起動できる。該当呼はユーザ・

ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス要求をともなわずに転送される。 
 

注－ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス要求が無視された場合、網は、５．２．２．４．１

節で規定された手順に従って、発信ユーザに対し、ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス

を拒否する。 

 

6.10.2.3.2 例外手順 

 相互作用なし。 

 

6.10.2.4 サービス３ 

6.10.2.4.1 通常動作 

 着信要求に含まれる、任意のユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス要求は、呼とともに転送

される。 
 

 ただし、網提供者オプションとして、ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス要求の転送は、

転送元ユーザがユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）サービスのサービス３を契約している場合のみに制限

できる。
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 網が本オプションをサポートする場合で、かつ転送元ユーザがユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加

サービスのサービス３を契約しておらず、かつ発信ユーザがサービスを提供必須として要求している場合、

網は無応答時着信転送（ＣＦＮＲ）付加サービスを起動しない。 

 

 網が本オプションをサポートする場合で、かつ転送元ユーザがユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加

サービスのサービス３を契約しておらず、かつ発信ユーザがサービスを提供希望として要求しているか暗

黙のサービス要求をしている場合、網は一切のユーザ・ユーザ情報要素および／またはユーザ・ユーザ情

報転送（ＵＵＳ）付加サービス要求を転送しない。 

 

注－この場合、ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスのサービス３の要求が転送先ユーザへ送

信されないことにより、その要求に対する応答が受信されない。その結果、網は５．２．３．６．１

節に規定された手順に従って、発信ユーザに対し、ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス

を拒否する。 

 

6.10.2.4.2 例外手順 

 相互作用なし。 

 

6.10.3 無条件着信転送（ＣＦＵ） 

6.10.3.1 通常動作 

 着呼要求に含まれる、任意のユーザ・ユーザ情報要素および／またはユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵ

Ｓ）付加サービス要求は呼とともに転送される。 

 

 ただし、網提供者オプションとして、ユーザ・ユーザ情報要素および／またはユーザ・ユーザ情報転送

（ＵＵＳ）付加サービス要求の転送を、転送元ユーザが該当するユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加

サービスを契約している場合のみに制限できる。 

 

 網が本オプションをサポートする場合で、かつ転送元ユーザが要求のあったユーザ・ユーザ情報転送

（ＵＵＳ）付加サービスを契約しておらず、かつ発信ユーザがサービスを提供必須として要求した場合、

網は無条件着信転送（ＣＦＵ）付加サービスを起動しない。網は理由表示＃２９“ファシリティ拒否”を

用いて、発信者に対し呼切断復旧を開始する。 

 

 網が本オプションをサポートする場合で、かつ転送元ユーザが要求されたユーザ・ユーザ情報転送（Ｕ

ＵＳ）付加サービスを契約しておらず、かつ発信ユーザがサービスを提供希望として要求した場合または

暗黙のサービス要求を行った場合、網は一切のユーザ・ユーザ情報要素および／またはユーザ・ユーザ情

報転送（ＵＵＳ）付加サービス要求を転送しない。 

 

注－明白な要求の場合、ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス要求が転送先ユーザに送信され

ないことにより、その要求に対する応答が受信されない。その結果、網は５．２．１．４．２節、５．

２．２．４．１節、あるいは５．２．３．６．１節に規定された手順に従って、発信ユーザに対し、

ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス要求を拒否する。 

 

6.10.3.2 例外手順 

 相互作用なし。 
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6.10.4 呼毎着信転送（ＣＤ） 

6.10.4.1 呼出以前に転送を行う場合の転送元ユーザ側の手順 

 「呼出」（ALERTING）メッセージを網が受信する以前に、転送元ユーザが呼毎着信転送を起動する場

合、以下の手順が適用される。 

 

6.10.4.1.1 通常動作 

 着呼要求に含まれる、任意のユーザ・ユーザ情報要素および／またはユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵ

Ｓ）付加サービス要求は呼とともに転送される。 

 

 ただし、網提供者オプションとして、ユーザ・ユーザ情報要素および／またはユーザ・ユーザ情報転送

（ＵＵＳ）付加サービス要求の転送を、転送元ユーザが該当のユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加

サービスを契約している場合のみに制限できる。 
 

 網が本オプションをサポートする場合で、かつ転送元ユーザが要求されたユーザ・ユーザ情報転送（Ｕ

ＵＳ）付加サービスを契約しておらず、かつ発信ユーザがサービスを提供必須として要求した場合、呼毎

着信転送（ＣＤ）付加サービスは起動されない。 

 

 網が本オプションをサポートする場合で、かつ転送元ユーザが要求されたユーザ・ユーザ情報転送（Ｕ

ＵＳ）付加サービスを契約しておらず、かつ発信ユーザがサービスを提供希望として要求した場合または

暗黙のサービス要求を行った場合、網は一切のユーザ・ユーザ情報要素および／またはユーザ・ユーザ情

報転送（ＵＵＳ）付加サービス要求を転送しない。 
 

注－明白な要求の場合、ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス要求が転送先ユーザへ送信され

ないため、要求に対する応答が受信されない。その結果、網は５．２．１．４．２節、５．２．２．

４．１節あるいは５．２．３．６．１節に規定された手順に従って、発信ユーザに対し、ユーザ・

ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス要求を拒否する。 

 

6.10.4.1.2 例外手順 

 転送元ユーザが、６．１０．４．１．１節に規定された手順により許可されていない条件で呼毎着信転

送を起動する場合、網は５．２．３．５．２節／標準ＪＴ－Ｑ９５２［８］に記述された手順を用いて、

エラー“notAvailable”を使用し起動要求を拒否する。 

 

6.10.4.2 呼出以降に転送を行う場合の転送元ユーザ側の手順 

 「呼出」（ALERTING）メッセージを網が受信した後に、転送元ユーザが呼毎着信転送を起動する場合、

以下の手順が適用される。 

 

6.10.4.2.1 サービス１の暗黙要求 

6.10.4.2.1.1 通常動作 

 着呼要求に含まれる、暗黙のサービス１要求（すなわち、ユーザ・ユーザ情報要素）は、呼とともに転

送される。 
 

 ただし、網提供者オプションとして、ユーザ・ユーザ情報要素の転送は、転送元ユーザがユーザ・ユー

ザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスのサービス１を契約している場合のみに制限できる。 
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 網が本オプションをサポートする場合で、かつ転送元ユーザがユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加

サービスのサービス１を契約しておらず、かつ発信ユーザが暗黙のサービス要求を行った場合、網はユー

ザ・ユーザ情報要素を転送しない。 
 

注－転送先ユーザがユーザ・ユーザ情報要素を呼出表示とともに送信した場合、ユーザ・ユーザ情報要素

は破棄され、発信ユーザには送信されない。 

 

6.10.4.2.1.2 例外手順 

 相互作用なし。 

 

6.10.4.2.2 サービス１の明白な要求 

6.10.4.2.2.1 通常動作 

 サービスが提供必須として要求された場合、呼毎着信転送（ＣＤ）付加サービスは、該当呼に対して起

動されない。 

 

 サービスが提供希望として要求された場合、以下の手順が適用される： 

 

－転送元ユーザが「呼出」（ALERTING）メッセージにてサービス要求を受付けた場合、転送元ユーザか

らのサービス受付が発信ユーザに送信され、かつ呼毎着信転送（ＣＤ）付加サービスは該当呼に対して

起動されない； 
 

－転送元ユーザが「呼出」（ALERTING）メッセージにてサービス要求を拒否した場合、この拒否は発信

ユーザへ送信され、呼毎着信転送（ＣＤ）付加サービスは起動できる。転送される呼にユーザ・ユーザ

情報転送（ＵＵＳ）付加サービス要求および、（もしあれば）ユーザ・ユーザ情報要素は含まれない； 
 

－転送元ユーザが「呼出」（ALERTING）メッセージにユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス

要求に関連した応答を含めていない場合、呼毎着信転送（ＣＤ）付加サービスは起動できる。転送され

る呼にユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス要求および、（もしあれば）ユーザ・ユーザ情

報要素は含まれない； 
 

注－ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス要求が無視された場合、網は、５．２．１．４．２

節で規定された手順に従って、発信ユーザに対し、ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス

要求を拒否する。 

 

6.10.4.2.2.2 例外手順 

 転送元ユーザが、６．１０．４．２．２．１節に規定された手順により許可されていない条件で呼毎着

信転送を起動する場合、網は５．２．３．５．２節／標準ＪＴ－Ｑ９５２［８］に記述された手順を用い

て、エラー値“notAvailable”を使用し起動要求を拒否する。 

 

6.10.4.2.3 サービス２ 

6.10.4.2.3.1 通常動作 

 サービスが提供必須として要求された場合、呼毎着信転送（ＣＤ）付加サービスは、該当呼に対して起

動されない。 
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 サービスが提供希望として要求された場合、以下の手順が適用される： 
 

－転送元ユーザが「呼出」（ALERTING）メッセージにてサービス要求を受付けた場合、転送元ユーザか

らのサービス受付が発信ユーザに送信され、かつ呼毎着信転送（ＣＤ）付加サービスは該当の呼に対し

て起動されない； 
 

－転送元ユーザが「呼出」（ALERTING）メッセージにてサービス要求を拒否した場合、この拒否は発信

ユーザへ送信され、呼毎着信転送（ＣＤ）付加サービスは起動できる。該当呼はユーザ・ユーザ情報転

送（ＵＵＳ）付加サービス要求をともなわずに転送される； 
 

－転送元ユーザが「呼出」（ALERTING）メッセージにてユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービ

ス要求を無視した場合、呼毎着信転送（ＣＤ）付加サービスは起動できる。該当呼はユーザ・ユーザ情

報転送（ＵＵＳ）付加サービス要求をともなわずに転送される。 
 

注－ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス要求が無視された場合、網は、５．２．２．４．１

節で規定された手順に従って、発信ユーザに対し、ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス

要求を拒否する。 

 

6.10.4.2.3.2 例外手順 

 転送元ユーザが、６．１０．４．２．３．１節に規定された手順により許可されていない条件で呼毎着

信転送を起動する場合、網は５．２．３．５．２節／標準ＪＴ－Ｑ９５２［８］に記述された手順を用い

て、エラー値“notAvailable”を使用し起動要求を拒否する。 

 

6.10.4.2.4 サービス３ 

6.10.4.2.4.1 通常動作 

 着信要求に含まれる、任意のユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス要求は、呼とともに転送

される。 

 

 ただし、網提供者オプションとして、ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス要求の転送は、

転送元ユーザがユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）サービスのサービス３を契約している場合のみに制限

できる。 

 

 網が本オプションをサポートする場合で、かつ転送元ユーザがユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加

サービスのサービス３を契約しておらず、かつ発信ユーザがサービスを提供必須として要求している場合、

呼毎着信転送（ＣＤ）付加サービスは起動されない。 

 

 網が本オプションをサポートする場合で、かつ転送元ユーザがユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加

サービスのサービス３を契約しておらず、かつ発信ユーザがサービスを提供希望として要求している場合、

網は転送される呼でユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスのサービス３の要求を転送しない。 

 

注－この場合、ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスのサービス３の要求が転送先ユーザへ送

信されないことにより、その要求に対する応答が受信されない。その結果、網は５．２．３．６．１

節に規定された手順に従って、発信ユーザに対し、ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス

要求を拒否する。 
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6.10.4.2.4.2 例外手順 

 転送元ユーザが、６．１０．４．２．４．１節に規定された手順により許可されていない条件で呼毎着

信転送を起動する場合、網は５．２．３．５．２節／標準ＪＴ－Ｑ９５２［８］に記述された手順を用い

て、エラー値“notAvailable”を使用し起動要求を拒否する。 

 

ＴＴＣ注－通常動作の参照節に関して、ＩＴＵ－Ｔ勧告に明らかな誤りがあるため訂正した。 

 

6.10.5 部分リルーティング 

 私設網が部分リルーティングを起動する場合、私設網は７．２．５節／標準ＪＴ－Ｑ９５２［８］に規

定された手順により CallRerouting インボークコンポーネントを含む「ファシリティ」（FACILITY）メッ

セージを公衆網に送信する。 

 

 暗黙に要求されたユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスのサービス１についての要求を該当

呼とともに転送することを私設網が望むならば、私設網は CallReroutingインボークコンポーネントに含ま

れる q931InfoElementパラメータにユーザ・ユーザ情報要素を含める。 

 

 公衆網が CallReroutingインボークコンポーネントの中のユーザ・ユーザ情報要素を受信した場合、公衆

網は転送先ユーザへの呼要求にユーザ・ユーザ情報要素を含める。 

 

 明白に要求されたユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスについての要求を該当呼とともに転

送することを私設網が望むならば、私設網は UUSRequest インボークコンポーネントを公衆網に送信する。

UUSRequest インボークコンポーネントと転送される呼を関連付けるために、私設網は CallRerouting イン

ボークコンポーネントを含むその同じ「ファシリティ」（FACILITY）メッセージに UUSRequest インボー

クコンポーネントを含める。 

 

 UUSRequestインボークコンポーネントは以下を含む： 

 

－Service パラメータ。ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスのタイプ、すなわちサービス１

（値“service1”）、サービス２（値“service2”）またはサービス３（値“service3”）を表す； 

 

－Preferred パラメータ。ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス要求が希望（値“TRUE”）か

必須（値“FALSE”）かを表す； 

 

 さらに、明白に要求されたサービス１の場合、（もしあれば）ユーザ・ユーザ情報要素は CallRerouting

インボークコンポーネントに含まれた q931InfoElementパラメータに含まれる。 

 

 公衆網が UUSRequest インボークコンポーネントを受信した場合、公衆網は転送先ユーザへの呼要求に

ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスについての要求を含める。 

 

注１－関連する着信転送付加サービスと関連するユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスとの間

の相互作用に対する適切性の保証は、私設網の責任である。 
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 私設網がユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスに対する明白な要求の転送を望まないならば、

UUSRequest インボークコンポーネントは公衆網に送信されない。公衆網が UUSRequest インボークコン

ポーネントを受信しなければ、公衆網は転送先ユーザへの呼要求にユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付

加サービスについての明白な要求を含めない。 

 

注２－この場合、もし発信ユーザがユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスの要求に対する応答

を受信していないならば、網は転送先ユーザに要求が送信されていないためユーザ・ユーザ情報転

送（ＵＵＳ）付加サービスの要求を拒否する。 

 

6.11 代表（ＬＨ） 

 現時点では適用される相互作用はない。 

 

6.12 三者通話（３ＰＴＹ） 

 相互作用なし。 

 

6.13 ユーザ・ユーザ情報転送付加サービス（ＵＵＳ） 

6.13.1 サービス１ 

 関係なし。 

 

6.13.2 サービス２ 

 関係なし。 

 

6.13.3 サービス３ 

 関係なし。 

 

6.14 複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ） 

 相互作用なし。 

 

6.15 保留サービス（ＨＯＬＤ） 

 相互作用なし。 

 

6.16 課金情報通知（ＡＯＣ） 

 相互作用なし。 

 

6.17 サブアドレス（ＳＵＢ） 

 相互作用なし。 

 

6.18 端末移動（ＴＰ） 

6.18.1 通常動作 

 ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスのサービス対象ユーザが、ユーザ・ユーザ情報転送

（ＵＵＳ）付加サービスのサービス３の起動中に、端末移動（ＴＰ）付加サービスを要求する場合、網は、

ユーザへ「中断確認」（SUSPEND ACKNOWLEDGE）メッセージを送信することにより、この要求を許可

する。網はフロー制御手順を持続する。つまり、タイマＴは実行を継続する。呼が中断している間にユー

ザへ送信されるべきである任意の「輻輳制御」（CONGESTION CONTROL）メッセージは、呼の再開時に

送信される。 
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6.18.2 例外手順 

 網は、ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスのサービス３の要求を受信した後、その要求に

対してまだ応答していないときに、端末移動（ＴＰ）付加サービスの要求を受信した場合、網は、ユーザ

へ理由表示値＃２９“ファシリティ拒否”を伴う「中断拒否」（SUSPEND REJECT）メッセージを送信す

ることにより、端末移動（ＴＰ）付加サービスの要求を拒否する。 

 

 リモート網（つまり、端末移動（ＴＰ）付加サービスが活性化されたユーザの側の網）は、ユーザ・

ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスのユーザを扱う網からユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加

サービスのサービス３を活性化するための要求を受信する場合、ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加

サービスのユーザを扱う網に対して、この要求を拒否する。この網は、ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵ

Ｓ）付加サービスのサービス対象ユーザへ、「ファシリティ」（FACILITY）メッセージに含めてエラー

値“rejectedByNetwork”を示すリターンエラーコンポーネントを送信することにより、ユーザ・ユーザ情

報転送（ＵＵＳ）付加サービスのサービス３の要求を拒否する。 

 

注－ 現在のＩＳＵＰ手順では、リモート側の網から発側の網へ、ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付

加サービスのサービス３に対する１種類の拒否通知を伝送することのみ可能である。この拒否通知は、

エラー値“rejectedByUser”として発信ユーザへ通知される。従って、リモート網が、リモートユーザ

が中断されている間に、ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスのサービス３の要求を拒否

する場合、ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスのサービス対象ユーザは、エラー値

“rejectedByNetwork”でなくエラー値“rejectedByUser”を受信する。 

 

6.19 話中時再呼び出し（ＣＣＢＳ） 

 現時点では適用される相互作用はない。 

 

6.20 悪意呼通知（ＭＣＩＤ） 

 相互作用なし。 

 

6.21 着信課金（ＲＥＶ） 

 相互作用なし。 

 

6.22 多段階優先割り込み（ＭＬＰＰ） 

 相互作用なし。 
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７．他網との相互作用 
7.1 非ＩＳＤＮとの相互作用 

7.1.1 ＵＵＳサービス１ 

 非ＩＳＤＮ網とのインタワークの場合には、経過識別子情報要素内に経過内容＃１“呼がＩＳＤＮエン

ド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンドとなる”を含んだ「経過表示」（PROGRESS）メッ

セージあるいは「呼出」（ALERTING）メッセージが発信ユーザに返送され、呼制御メッセージ内のユー

ザ・ユーザ情報要素の伝達が保証できないことの通知として扱われる。 

 

 非ＩＳＤＮ着信ユーザとのインタワークの場合には、経過識別子情報要素内に経過内容＃２“非ＩＳＤ

Ｎ着側アドレス”を含んだ「経過表示」（PROGRESS）メッセージあるいは「呼出」（ALERTING）メッ

セージが発信ユーザに返送され、呼制御メッセージ内のユーザ・ユーザ情報要素の伝達が保証できないこ

との通知として扱われる。 

 

7.1.2 ＵＵＳサービス２ 

 非ＩＳＤＮ網とのインタワークの場合には、経過識別子情報要素内に経過内容＃１“呼がＩＳＤＮエン

ド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンドとなる”を含んだ「経過表示」（PROGRESS）メッ

セージあるいは「呼出」（ALERTING）メッセージが発信ユーザに返送され、呼制御メッセージ内のユー

ザ・ユーザ情報要素の伝達が保証できないことの通知として扱われる。 

 

 非ＩＳＤＮ着信ユーザとのインタワークの場合には、経過識別子情報要素内に経過内容＃２“非ＩＳＤ

Ｎ着側アドレス”を含んだ「経過表示」（PROGRESS）メッセージあるいは「呼出」（ALERTING）メッ

セージが発信ユーザに返送され、呼制御メッセージ内のユーザ・ユーザ情報要素の伝達が保証できないこ

との通知として扱われる。 

 

7.1.3 ＵＵＳサービス３ 

 非ＩＳＤＮ網とのインタワークの場合には、経過識別子情報要素内に経過内容＃１“呼がＩＳＤＮエン

ド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンドとなる”を含んだ「経過表示」（PROGRESS）メッ

セージあるいは「呼出」（ALERTING）メッセージが発信ユーザに返送され、サービスが保証できないこ

とを通知する。 

 

 非ＩＳＤＮ着信ユーザとのインタワークの場合には、経過識別子情報要素内に経過内容＃２“非ＩＳＤ

Ｎ着側アドレス”を含んだ「経過表示」（PROGRESS）メッセージあるいは「呼出」（ALERTING）メッ

セージが発信ユーザに返送され、すべてのサービスが保証できないことの通知として扱われる。 

 

7.2 私設ＩＳＤＮとのインタワーキング手順 

 ５章に記述されている手順が以下の例外を除き適用される： 

 

 公衆ＩＳＤＮが私設ＩＳＤＮに「状態表示」（STATUS）メッセージを送信しないということを除けば、

５．２．１．４．１節、５．２．１．４．３節、５．２．２．４．２節、および、５．２．３．６．３節

に記述されている例外手順が適用される。 

 

 網は、私設ＩＳＤＮから受信した「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージのフロー制御を

おこなわない。すなわち、５．２．３．５節に記述されている手順は適用されない（注を参照）。 
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 注－一般的に公衆ＩＳＤＮと私設ＩＳＤＮのインタワークは双方の合意に基づきおこなわれる。私設Ｉ

ＳＤＮが合意したフロー制御の限界を越えた場合の動作はインプリメント依存であり、本標準の範

囲外である。 

 

８．信号フロー 
 標準ＪＴ－Ｑ９３１による基本呼制御以外にユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスに特有の

信号フローは不要である。 

 

９．パラメータ値（タイマ） 
 網側のタイマＴは１０秒に設定される。 

 

 網側のタイマＴ１は１０秒に設定される。 

 

１０．動的記述（ＳＤＬ） 
 標準ＪＴ－Ｑ９３１の付属資料Ａ参照 

 

参考文献 

 以下のＴＴＣ標準及びＩＴＵ－Ｔ勧告とその他の参照物は、本標準の規定を本文中の参照を通して、構

成する規定を含んでいる。出版の時点では、以下に示されたそれぞれの版は有効なものである。すべての

標準とその他の参照物は、改定の対象となるため、本標準の利用者に、以下のリストに示された標準とそ

の他の参照物の最新版が適用できるかどうか調査することを勧める。その時点で有効なＴＴＣ標準ならび

にＩＴＵ－Ｔ勧告は、定期的に出版される。 

〔１〕ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１ 

〔２〕ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３２ 

〔３〕ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２５７ 

 

〔４〕ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０８ 

〔５〕ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１９ 

〔６〕ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１３ 

 

〔７〕ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９５４．１ 

 

 

〔８〕ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９５２ 

 

〔９〕ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５２．７ 

ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース レイヤ３仕様 

ＩＳＤＮ付加サービス制御手順の共通原則 

付加サービス情報転送付加サービス〔１〕ユーザ・ユーザ情報転

送（ＵＵＳ） 

Specification of Abstract Syntax Notation One (ASN.1) 

Remote Operations: Model, notation and service definitions 

Information technology – Open Systems Interconnection: Network service 

definition 

ディジタル加入者線信号方式Ｎｏ．１（ＤＳＳ１）を利用する複

数加入者付加サービスのためのステージ３記述 －会議通話（ＣＯ

ＮＦ） 

ＤＳＳ１を利用する呼提供付加サービスに対するステージ３記述 

－ 着信転送付加サービス 

Stage 3 service description for call offering supplementary services using 

DSS1 - Explicit call transfer 
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＜参考＞

１．補遺の作成に至った経緯

　この補遺は標準ＪＴ－Ｑ９５７に従って具体的にユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスをイ

ンプットする場合に、理解しにくい部分、誤解しやすい部分について内容を明確化することにより、ユー

ザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスの機能を十分に活用していただくためのものである。

　今後とも様々の疑問や問題が起こるものと予想されるが、これらに対応したコーディング例やＱＵＥＳ

ＴＩＯＮ＆ＡＮＳＷＥＲの追加を始めとして「ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスの使用方

法の明確化」の補填を充実させていく予定である。

２．規定範囲

　本補遺は、標準ＪＴ－Ｑ９５７に基づくＩＳＤＮ端末に対して、記述するものであり、ＩＳＤＮ網内の

交換機は本補遺の直接の対象外である。

３．改版の履歴

版　数 制　定　日 改版内容 対応するＴＴＣ標準

番　号 名　称 発行年度 版数

第１版 1993 年 11 月 26 日 制　定 JT-Q957 ユーザ・ユーザ

情報転送(UUS)付

加サービス

1993 １

第２版 1999 年 2 月 3 日 プロトコル

識別子とし

て国内用特

定アプリ

ケーション

識別の共通

フォーマッ

トの説明を

追加

JT-Q957 ユーザ・ユーザ

情報転送(UUS)付

加サービス

1993 １

　（注）本補遺１版はＪＴ－Ｑ９３１補遺（４版）の９章に基づき改版したものである。
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４．その他

(1) 　参照している勧告、標準

・ＴＴＣ標準 ：ＪＴ－Ｑ９３１，ＪＴ－Ｑ９３１－ａ，ＪＴ－Ｑ９３２，ＪＴ－Ｑ９５７

ＪＴ－Ｘ２５，ＪＴ－Ｘ２５（８８），ＪＴ－Ｘ３１，ＪＴ－Ｖ１２０，

ＪＴ－Ｔ９０，ＪＴ－Ｉ２５７．１，ＪＴ－ＰＤ００

・ＩＴＵ－Ｔ勧告 ：Ｘ．２５，Ｘ．２０８，Ｘ．２４４，Ｉシリーズ

・ＩＳＯ ：８３４８ＡＤ２

(2) 　参照しているその他の資料

・ＵＣＧ（ユーザ・チャネル・グループ）「ユーザ・ユーザ情報の特定アプリケーション識別の共

通フォーマット　インターフェース仕様」
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１．はじめに

　Ｄチャネルによるユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）は、ユーザ間における情報交換や通信手段として用い

ることができる。例えば、情報チャネルによるインバンド通信を開始する以前の呼設定中にユーザ間で情

報交換を行いたい場合は、ユーザ・ユーザ情報を使用することによって情報交換を実現することが可能と

なる。

　標準ＪＴ－Ｑ９５７〔Ｉ〕においては、ユーザ・ユーザ情報に関するフォーマットや信号手順が規定さ

れているが、ユーザが任意の目的で自由に使用できるというユーザ・ユーザ情報の性質上、その詳細部ま

では規定されていない。標準に規定されていない部分に関しては、ユーザが自由に定義し、使用してもよ

いことになるが、その反面、ユーザ・ユーザ情報の使用方法によっては、誤接続や誤認識等の問題が発生

する可能性がある。

　本補遺は、回線交換モードにおけるユーザ・ユーザ情報の使用方法をより明確にすることを目的とした

ものである。従って、本補遺においては、主に回線交換モードに関して、ユーザ・ユーザ情報を使用する

上で最低限守らなければならないこと、ユーザ・ユーザ情報の使用上の注意点、および具体的コーディン

グ例等を記載している。また、パケット交換モードに関しても、標準ＪＴ－Ｘ３１におけるユーザ・ユー

ザ情報の規定等を記載している。

　なお、標準ＪＴ－Ｑ９５７〔Ｉ〕の規定の範囲外である各アプリケーション毎のユーザ・ユーザ情報の

使用方法やコーディング例等についても、参考として記載している。これは、読者に対して具体的な適用

のイメージを提示して読者の理解を助けることが目的であり、決して本補遺にすべてのＴＴＣ標準におけ

る適用例を含んでいるわけではない。各アプリケーションを規定するＴＴＣ標準およびその補遺において

ユーザ・ユーザ情報の使用方法が規定されている（あるいは将来規定された）場合は、その規定に従う。

２．概　要

　ユーザ・ユーザ情報は、ユーザ間での自由な情報を交換するための情報であり、ユーザ・ユーザ情報要

素により転送される。ユーザ・ユーザ情報要素は、標準ＪＴ－Ｑ９３１　４．５．３０節に規定される。

ユーザ・ユーザ情報を転送する手順として、ユーザシグナリングベアラサービスは標準ＪＴ－Ｑ９３１に

規定され、ユーザ・ユーザ情報転送付加サービスは標準ＪＴ－Ｑ９５７で規定される。本補遺は、ユーザ・

ユーザ情報転送付加サービスのみを対象にする。また、パケット交換モードにおいては、着呼パケットの

コールユーザデータを、ユーザ・ユーザ情報として用いることが可能であり、「呼設定」（SETUP）メッ

セージにマッピングされる場合、ユーザ・ユーザ情報要素にマッピングされる。

2.1　ユーザ・ユーザ情報要素の概要

　回線交換モードでユーザ・ユーザ情報を使用する場合、ユーザ・ユーザ情報要素を設定可能なメッセー

ジとしては、「呼設定」（SETUP）メッセージ、「呼出」（ALERTING）メッセージ、「応答」（CONNECT）

メッセージ、「切断」（DISCONNECT）メッセージ、「解放」（RELEASE）メッセージ、「解放完了」（RELEASE

COMPLETE）メッセージ、「経過表示」（PROGRESS）メッセージ、「ユーザ情報」（USER INFORMATION）

メッセージがあり、標準ＪＴ－Ｑ９３１　３章に規定される。

　ユーザ・ユーザ情報要素のフォーマットは、標準ＪＴ－Ｑ９３１　４．５．３０節に規定される。ユー

ザ・ユーザ情報要素内でユーザが自由に記述できる部分（プロトコル識別子、ユーザ情報）の使用目的や

コーディング方法については、各業界（各業界の標準を決めているＴＴＣの部門委員会）の中で、あるい

は、ユーザで、本補遺に準拠した範囲内で自由に規定することができる。以下にユーザ・ユーザ情報要素

のフォーマットの概要を記述する。
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(l) 　ユーザ・ユーザ情報要素識別子（オクテット１）

　ユーザ・ユーザ情報要素であることを示すために“０１１１１１１０”にコーディングされる。

(2) 　ユーザ・ユーザ内容長（オクテット２）

　ユーザ・ユーザ情報要素の内容をバイナリでコード化する。最下位はビット１（２
０　

）である。

また、ユーザ情報（オクテット４以降）の最大長は１２８オクテットである（ユーザ・ユーザ情報

転送（ＵＵＳ）付加サービスでは、網オプションとして最大長３２オクテットの規定もありうる。

(3) 　プロトコル識別子（オクテット３）

　プロトコル識別子は、ユーザ情報（オクテット４以降）のフォーマットを規定する。プロトコル

識別子としては、「ユーザ特有プロトコル」、「ＯＳＩ高位レイヤプロトコル」、「勧告Ｘ．２４

４」、「ＩＡ５キャラクタ」、「勧告Ｘ．２０８／Ｘ．２０９（ＡＳＮ．１）」、「標準ＪＴ－Ｖ

１２０速度整合」、「標準ＪＴ－Ｑ９３１ユーザ・網呼制御メッセージ」、「標準ＪＴ－Ｘ２５を

含む、他のネットワークレイヤあるいはレイヤ３プロトコルのために予約済」、「ＰＢＸ間ディジ

タルインタフェース（共通チャネル形信号方式）」などが規定される。詳細は、標準ＪＴ－Ｑ９３

１表４－１、表４－２６及び本補遺を参照。

　新規にプロトコル識別子を規定する場合は、ＴＴＣ第２部門委員会が行っている。

(4) 　ユーザ情報（オクテット４以降）

　プロトコル識別子で示されるプロトコルフォーマットに従い、ユーザが自由に設定できる。適用

例を本補遺３節に示す。

2.2　ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスの手順

　ユーザ・ユーザ情報を転送する手順としては、ユーザシグナリングベアラサービス、ユーザ・ユーザ情

報転送付加サービスが規定されている。また、パケット交換モードにおいては、着呼パケットのコールユー

ザデータを、ユーザ・ユーザ情報として用いることが可能である。

2.2.1　ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービス

　ユーザ・ユーザ情報転送付加サービスは、呼と関連し、Ｄチャネルの信号で、ユーザ・ユーザ情報を交

換する付加サービスである。サービス定義は、標準ＪＴ－Ｉ２５７〔Ⅰ〕で規定され、ユーザ・網インタ

フェース信号手順は、標準ＪＴ－Ｑ９３１　節 7.1、及び標準ＪＴ－Ｑ９５７〔Ⅰ〕に規定される。

　ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）付加サービスは、サービス１、サービス２、サービス３の３種類の

サービスに分類される。以下に各サービスの定義を記す。

　サービス１－呼設定及び切断復旧フェーズで呼制御メッセージに含まれ交換されるユーザ・ユーザ情報

転送

　サービス２－呼設定中に「呼出」（ALERTING）メッセージと「応答」（CONNECT） メッセージの間

に送受される「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージに含まれて交換されるユー

ザ・ユーザ情報転送

　サービス３－呼が‘通信中’状態にあるときに「ユーザ情報」（USER INFORMATION）メッセージに含

まれて交換されるユーザ・ユーザ情報転送
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３．ユーザ・ユーザ情報の適用例

3.1　ＰＢＸの場合

　現在ＴＴＣでは、第３部門委員会第１専門委員会に於いてＰＢＸ間ディジタルインタフェースの標準化

作業を進めている。この中でＰＢＸが「網機能」を提供するための信号情報転送手段として、ＩＳＤＮ公

衆網のユーザ・ユーザ情報転送機能の利用を検討中である。

　ＰＢＸの接続形態としては、例えば図３－１／ＪＴ－Ｑ９５７補遺に示す構成が考えられる。このよう

な構成において、以下のような検討を行っている。ＩＳＤＮ公衆網を介したＰＢＸ間ディジタルインタ

フェースでのコーディング例に関しては、本補遺４．９節参照のこと。

(l) 　ＰＢＸが提供する網機能のための使用方法

　ＰＢＸが提供する可能性のある網機能は以下の通りである。

(a) 　ＰＢＸ間呼制御信号

(b) 　保守・運用情報転送手順

　いずれも標準ＪＴ－Ｑ９３１－ａにおいては独自メッセージや情報要素で規定されるものである。

　上記の実現については、ＩＳＤＮ公衆網により相互接続されたＰＢＸ間で、ユーザ・ユーザ情報

要素を使用することが想定されている。この使用例についてはＴＴＣ第３部門委員会第１専門委員

会で検討中である。

ＩＳＤＮ公衆網 

JT-Q931 
端末 

PBX PBX 
端末 端末 

JT-Q931-a 

図３－１／ＪＴ－Ｑ９５７補遺　ＰＢＸの接続形態

(2) 　ユーザ・ユーザ情報の使用上の問題点と留意点

　図３－１／ＪＴ－Ｑ９５７補遺でユーザ・ユーザ情報要素を使用する際、端末が使用するユーザ・

ユーザ情報要素とＰＢＸが使用するユーザ・ユーザ情報要素を識別する必要があり、また、端末が

使用するユーザ・ユーザ情報要素とＰＢＸが使用するユーザ・ユーザ情報要素が競合する場合、ど

の様に扱うかが問題となる。

　しかし、ユーザ・ユーザ情報要素は一つのメッセージの中で複数使用することは現状のプロトコ

ル仕様ではできない。そこで、端末およびＰＢＸのユーザ・ユーザ情報が競合する場合、例えば端

末およびＰＢＸのユーザ・ユーザ情報の内容を一つのユーザ・ユーザ情報要素に入れる方法が考え

られる。この際、以下に示す様な方法が考えられる。

(a)   ユーザ・ユーザ情報要素のプロトコル識別子を「ＰＢＸ間ディジタルインタフェース（共通チャ

ネル形信号方式）」とする方法
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(b) 　プロトコル識別子は「勧告Ｘ．２０８／Ｘ．２０９（ＡＳＮ．１）」としてオブジェクト識別

子で区別する方法

　上記のいずれの方法でも、プロトコル上問題ないが、第３部門委員会第１専門委員会では、端末

及びＰＢＸが使用するユーザ・ユーザ情報要素を一つのユーザ・ユーザ情報要素に入れる方法とし

て、 (a)のプロトコル識別子に「ＰＢＸ間ディジタルインタフェース（共通チャネル形信号方式）」

を使用する方向で現在審議が進められている。また、このユーザ・ユーザ情報要素の内部コーディ

ングについては、本来自由に使用することが可能であるが、一定の枠組を決めておかなければ、実

際の使用において不都合な場合が生じる可能性があるため、ＰＢＸで使用するユーザ・ユーザ情報

に関しては、第３部門委員会第１専門委員会で継続検討が行われている。

　尚、端末およびＰＢＸのユーザ・ユーザ情報の内容を一つのユーザ・ユーザ情報要素に入れる際、

ユーザ・ユーザ情報要素が１３１オクテットを越えないよう注意する必要がある。

3.2　Ｘ．２５パケット端末の場合

　標準ＪＴ－Ｘ３１の 3.2.3.4 節において、網が条件つき通知クラスまたは無条件通知クラスをサポートし

ているとき、Ｘ．２５着呼パケットの一部の情報は標準ＪＴ－Ｑ９３１「呼設定」（SETUP）メッセージ

の情報要素へマッピングされることが規定されている。このときＸ．２５着呼パケットのコールユーザデー

タがＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１「呼設定」（SETUP）メッセージのユーザ・ユーザ情報要素にマッピング

されることがある。

　コーディング例については、本補遺の 4.3 節を参照。

(l) 　プロトコル識別子のコーディング

　発呼要求および着呼パケットのコールユーザデータは、例えばパケット交換公衆データ網でバー

チャルコール確立中にパケットレベルより上位で動作するプロトコル識別を交換するために使用す

ることが可能であるが、本手順はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２４４に規定されている。従って、コールユー

ザデータからユーザ・ユーザ情報要素へのマッピングにおいて、網はユーザ・ユーザ情報要素のプ

ロトコル識別子として表４－２７／ＪＴ－Ｑ９３１に示す「勧告Ｘ．２４４」を設定する。

(2) 　コールユーザデータの使用方法

　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２４４により、コールユーザデータの使用とフォーマットは、当データの第

一オクテットのビット８と７により決定される（００：勧告Ｘ．２９、勧告Ｘ．２４４などのＩＴ

Ｕ－Ｔ勧告、０１：主官庁の仕様、１０：国際ユーザ団体の仕様、１１：使用の制約なし）。例え

ば、ＯＳＩ端末はビット８と７を００とし、コールユーザデータの残りの部分を用いて上位プロト

コルを識別することもできる。固有の上位プロトコルを使用する端末は、本ビットを“１１”とコー

ディングするのが望ましい。詳細についてはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２４４を参照。

3.3　Ｇ４ファクシミリの場合

　Ｇ４ファクシミリの回線交換モードにおいてユーザ・ユーザ情報を使用する場合、標準ＪＴ－Ｔ９０補

遺（第２版）第２部「テレマティック端末におけるユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）の使用方法」に従うこ

とが推奨される。

　コーディング方法は、基本的に本補遺 4.5.1 節に従っており、詳細は標準ＪＴ－Ｔ９０補遺（第２版）第

２部を参照すること。
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3.3.1　使用すべきプロトコル識別子とコーディング方法

　標準ＪＴ－Ｔ９０補遺（第２版）第２部では、ユーザ・ユーザ情報におけるテレマティック用のデータ

構造を規定するために、コーディング方法としてＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０８／Ｘ．２０９（ＡＳＮ．１）

を使用している。従って、ユーザ・ユーザ情報要素のプロトコル識別子としては、「勧告Ｘ．２０８／Ｘ．

２０９（ＡＳＮ．１）」を使用すべきである。プロトコル識別子「勧告Ｘ．２０８／Ｘ．２０９（ＡＳＮ．

１）」のコード値は、“０００００１０１”が割り当てられている。

　この「勧告Ｘ．２０８／Ｘ．２０９（ＡＳＮ．１）」を示すプロトコル識別子により、ユーザ・ユーザ

情報要素の内容は抽象構文記法（ＡＳＮ．１）で記述されることが示される。ここで、ＡＳＮ．１ではＥ

ＸＴＥＲＮＡＬと呼ばれる情報形式の使用が可能となるので、この中でオブジェクト識別子で表示するこ

とにより任意の情報形式を使用することが可能となる。

　Ｇ４ファクシミリにおいては、ユーザ・ユーザ情報におけるオブジェクト識別子として｛ccitt(0)

administration(2) japan(440) asn.1(1) information-type(1) userinfo.1 (1) ｝を使用するよう規定されている。

　本コーディング方法に従えば、ユーザ・ユーザ情報の内容は、ＩＡ５キャラクタ（英数字等）のほかに

漢字やカナを使用することができる。

3.3.2　オブジェクト識別子について

　標準ＪＴ－Ｔ９０補遺（第２版）第２部では、抽象構文記法（ＡＳＮ．１）で記述するユーザ・ユーザ

情報のデータ構造を識別するために、オブジェクト識別子を使用している。

　オブジェクト識別子は、多様な情報構造を複合化して扱う通信アプリケーションにおいて、識別対象を

明確に指し示すために使用されるもので、Ｇ４ファクシミリに限らず幅広く利用される汎用の情報識別技

術である。

　郵政省告示第７２９号「オブジェクト識別子に係る推奨通信方式」および郵政省告示第７３０号「オブ

ジェクト識別子の構成要素値の指定に関する規定」には、オブジェクト識別子の付与ルールや登録手続き

等が定められている。ＴＴＣでは、郵政省からの指定を受け、国内標準や組織に係るオブジェクト識別子

のレベル４構成要素値の登録事務を行っている（ＴＴＣ発行「オブジェクト識別子に係る登録申請の手引

き」参照）。

3.3.3　Ｇ４ファクシミリにおける国際接続時の注意

　標準ＪＴ－Ｔ９０補遺（第２版）第２部は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０８／Ｘ．２０９に従っているが、

国内での利用を想定した規定である。従って、Ｇ４ファクシミリ機器を設計する場合、あるいはＧ４ファ

クシミリにおいてユーザ・ユーザ情報を使用する場合、国際接続時に海外のＧ４ファクシミリが標準ＪＴ

－Ｔ９０補遺（第２版）第２部の規定とは異なる情報形式を使用している可能性があるという点を考慮す

べきである。

3.4　コンピュータ端末の場合

　標準ＪＴ－ＰＤ００シリーズ「ＩＳＤＮを利用するアプリケーションのためのＯＳＩプロファイル」に

規定されたプロファイルを用いてコンピュータ端末間でアプリケーション通信を行う場合のユーザ・ユー

ザ情報の使用方法に関しては、標準ＪＴ－ＰＤ００補遺に規定されているため、これを参照すること。

　コーディング方法は、基本的に本補遺４．５．１節に従っている。
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3.5　自社モードで自由にユーザ・ユーザ情報を使用する場合

　例えば、自社モードの特殊な形式をユーザ・ユーザ情報で使用する等、他社機との相互接続性を考慮し

ないでよい場合であっても、誤接続や誤認識を避けるために他の情報形式との区別を行う必要がある。こ

の場合、いくつかのコーディング方法が考えられ、各社のインプリメントにまかされているが、例として

３種類のコーディング方法について述べることとする。

　第１の方法は、各企業（各製造メーカあるいは各ユーザ）が申請した企業コードに基づくオブジェクト

識別子を用いて個別の情報形式を使用する方法である。この情報形式に従えば、各企業に付与が許された

オブジェクト識別子を割り当てることで各企業独自のユーザ・ユーザ情報の形式を定義することが可能と

なる。

　コーディング方法は、基本的に本補遺４．５．１節に従っている。詳細のコーディング例を本補遺 ４．

５．２節に示す。

　第２の方法は、標準ＪＴ－Ｔ９０補遺（第２版）第２部に従うものとし、図３－１／ＪＴ－Ｔ９０補遺

第２部に示される Additional-information 以下にコーディングする方法である。

　コーディング方法は、基本的に本補遺４．５．１節に従っており、詳細は標準ＪＴ－Ｔ９０補遺（第２

版）第２部を参照すること。

　第３の方法は、標準ＪＴ－ＰＤ００補遺に従うものとし、図３－３／ＪＴ－ＰＤ００補遺に示される

UUI-FORMAT2 のフォーマットでコーディングする方法である。

　コーディング方法は、基本的に本補遺 ４．５．１節に従っており、詳細は標準ＪＴ－ＰＤ００補遺を参

照すること。

3.6　各種メッセージ表示にユーザ・ユーザ情報を使用する場合

　ユーザ・ユーザ情報を用いて各種メッセージ表示を行う場合、プロトコル識別子として「ＩＡ５キャラ

クタ」を使用することが推奨される。これ以外の目的でユーザ・ユーザ情報を使用する場合、本プロトコ

ル識別子の利用にあたっては注意が必要である。プロトコル識別子のコーディング方法を本補遺４．４節

に示す。

　ＩＡ５キャラクタの使用方法については標準ＪＴ－Ｑ９３１補遺参照。

3.7　国内用　特定アプリケーション識別の共通フォーマットを用いる場合

　異なるフォーマットのユーザ・ユーザ情報を用いるアプリケーションが混在している環境においても、

受信したユーザ・ユーザ情報に関連付けられているアプリケーションを識別することが可能で、また認識

していないアプリケーションからのユーザ・ユーザ情報の受信による誤動作を防ぐために、プロトコル識

別子に「国内用 特定アプリケーション識別の共通フォーマット」を割り当て、ユーザ・ユーザ情報要素を

用いて必要な情報を送受信する方法が規定されている。

　コーディング方法は、基本的に本補遺４．１０節に従っており、詳細についてはＵＣＧ（ユーザ・チャ

ネル・グループ）［ユーザ・ユーザ情報の特定アプリケーション　検討・管理］の「ユーザ・ユーザ情報

の特定アプリケーション識別の共通フォーマット　インターフェース仕様」を参照すること。

3.7.1　使用すべきプロトコル識別子と共通フォーマットの構成

この共通フォーマットを表すプロトコル識別子としては「国内用　特定アプリケーション識別の共通

フォーマット」を使用する。ユーザ情報の共通フォーマットは、先頭オクテットよりアプリケーション識

別、不整合動作指示、ユーザデータ群フィールドの順に構成される。
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（１）アプリケーション識別

アプリケーション識別子は、受信側で特定のアプリケーションを識別するために用いる必須情報であり、

整数でアプリケーション毎にユニークに割り付けられている。アプリケーション識別子の管理、割付はＵ

ＣＧ［ユーザ・ユーザ情報の特定アプリケーション　検討・管理］で行われる。

（２）不整合動作指示

不整合動作指示は、認識できないアプリケーションからのユーザ・ユーザ情報を受信したときの受信後

の準正常動作を指示するために用いられ、アプリケーション識別子の次のオクテットにオプションで含ま

れうる。端末は、受信したユーザ・ユーザ情報のアプリケーション識別子を認識できない場合、不整合動

作指示値に示される動作を行う必要がある。不整合動作指示が省略されたときの端末動作は、別途規定さ

れている。

（３）ユーザデータ群フィールド

ユーザデータ群フィールドは、省略可能な個々のユーザデータによって構成される。個々のユーザデー

タは、ユーザデータ識別子により識別される。ユーザデータには、アプリケーションが利用するデータを

格納するためのアプリケーション汎用データなどが存在する。

3.7.2　国内用　特定アプリケーション識別の共通フォーマットを使用する場合の注意事項

国内用　特定アプリケーション識別の共通フォーマットにおける、アプリケーション識別子やユーザ

データ識別子は、 ＵＣＧ［ユーザ・ユーザ情報の特定アプリケーション  検討・管理 ］にて一元的に管

理されている。

3.8　その他の注意事項

3.8.1　プロトコル識別子「ユーザ特有プロトコル」の使用

　プロトコル識別子として、「ユーザ特有プロトコル」を使用することも可能である。コーディング例を

本補遺４．１節に示す。この場合、誤動作の防止のために発着ユーザ間の合意が必要であるため、本プロ

トコル識別子の使用には注意を要する。

3.8.2　受信したユーザ・ユーザ情報の内容を理解できないときの端末等の動作

　受信したユーザ・ユーザ情報の内容を理解できないときの端末等の動作については、ＩＴＵ－Ｔ勧告及

びＴＴＣ標準には規定はない。従って、端末等がユーザ・ユーザ情報をいかなる目的で使用しているかに

より、端末等の取るべき動作は異なる。

　例えば、端末整合性情報・パスワード等の接続確認情報にユーザ・ユーザ情報を使用している端末等は、

受信した「呼設定」（SETUP）メッセージに理解できないユーザ・ユーザ情報が含まれている際には、そ

の着呼を受け付けないことが考えられる。

　一方、メッセージ表示のみにユーザ・ユーザ情報を使用している端末等は、もともとユーザ・ユーザ情

報を理解する必要性がないという理由で、いかなる内容のユーザ・ユーザ情報も呼設定動作に影響を及ぼ

さないことも考えられる。

　端末等によっては、ユーザ・ユーザ情報のプロトコル識別子をチェックして、「勧告Ｘ．２０８／Ｘ．

２０９（ＡＳＮ．１）」の場合には接続確認情報として、また、「ＩＡ５キャラクタ」の場合にはメッセー

ジ表示情報としてそれぞれ区別してユーザ・ユーザ情報を使用する形態も考えられる。
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3.8.3　ユーザ・ユーザ情報の最大長

　国際接続の場合、外国網の事情によりエンド・エンドのユーザ・ユーザ情報転送が行えない場合がある。

また、ユーザ情報は１メッセージあたり最大１２８オクテットの情報転送が可能であることが原則だが、

外国網において転送可能最大オクテット数に制限が存在することが考えられるため、結果としてエンド・

エンドの転送可能最大オクテット数に制限が生じる可能性がある。

　同様の制限は、国内において複数の通信事業者がユーザ間に存在する場合にも生じ得る。

４．ユーザ・ユーザ情報要素のコーディング例

　ユーザ・ユーザ情報要素は基本的にはユーザが自由に使用できるものであるが、各種の端末の相互接続

性を考慮すると、アプリケーション毎に国内における基準を決めておくと便利なものもある。こうした利

用を考慮して、ユーザ・ユーザ情報要素のコーティング例を以下に示す。

　ユーザ・ユーザ情報の内容は、まずプロトコル識別子で識別される。

4.1　プロトコル識別子＝「ユーザ特有プロトコル」の場合

　このプロトコル識別子は、以下に示す他のプロトコル識別子でユーザ情報の内容がうまく規定できない

場合に使用する。この場合、ユーザ情報の内容の解釈法は事前に発・着ユーザ間で調整しておく必要があ

る。

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

オクテット１ ０ １ １ １ １ １ １ ０

２ ユーザ・ユーザ内容長

３ ユーザ特有プロトコル

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

４ ユーザによって規定されたユーザ

情報が入る。

＝ ＝

図４－１／ＪＴ－Ｑ９５７補遺　プロトコル識別子＝「ユーザ特有プロトコル」のコーディング例
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4.2　プロトコル識別子＝「ＯＳＩ高位レイヤプロトコル」の場合

　このプロトコル識別子は、ユーザ情報の内容がＯＳＩ高位レイヤプロトコルによって規定される場合に

使用する。ただし、ＯＳＩ高位レイヤプロトコルの使用法については検討中である。

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

オクテット１ ０ １ １ １ １ １ １ ０

２ ユーザ・ユーザ内容長

３ ＯＳＩ高位レイヤプロトコル

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

４ ユーザ情報

＝ ＝

図４－２／ＪＴ－Ｑ９５７補遺　プロトコル識別子＝「ＯＳＩ高位レイヤプロトコル」のコーディング例
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4.3　プロトコル識別子＝「勧告Ｘ．２４４」の場合

　ＪＴ－Ｘ２５着呼パケットのコールユーザデータは、ＪＴ－Ｑ９３１「呼設定」（SETUP） メッセージ

のユーザ・ユーザ情報要素のオクテット４以降にそのままマッピングされ、オクテット３には“００００

００１０”（勧告Ｘ．２４４）が設定される。

JT-X25　着呼パケット JT-Q931　「呼設定」(SETUP)ﾒｯｾｰｼﾞ

ＧＦＩ ＬＣＧＮ プロトコル識別子

ＬＣＮ ０ ０ ０ ０ 呼番号長

０ ０ ０ ０ １ ０ １ １ 呼　　番　　号

着呼パケット ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １

呼設定メッセージ

ファシリティ長

ユーザ・ユーザ情報要素
ｵｸﾃｯﾄ１

０ １ １ １ １ １ １ ０

２ ユーザ・ユーザ内容長

勧告Ｘ．２４４

ファシリティ

３
０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０

(注) ４ (注)

コールユーザデータ ユーザ情報

　（注）ビット７、８により、コールユーザデータフィールドの使用とフォーマットが規定される（勧告

Ｘ．２４４）。

図４－３／ＪＴ－Ｑ９５７補遺　プロトコル識別子＝「勧告Ｘ．２４４」のコーディング例

＝ ＝

＝ ＝

＝ ＝
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4.4　プロトコル識別子＝「ＩＡ５キャラクタ」の場合

　このプロトコル識別子は、ユーザ情報をＩＡ５キャラクタ列で表現する場合に使用する。

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

オクテット１ ０ １ １ １ １ １ １ ０

２ ユーザ・ユーザ内容長

ＩＡ５キャラクタ

３ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０

４ ＩＡ５キャラクタコード

ＩＡ５キャラクタコード

図４－４／ＪＴ－Ｑ９５７補遺　プロトコル識別子＝「ＩＡ５キャラクタ」のコーディング例

＝＝
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4.5　プロトコル識別子＝「勧告Ｘ．２０８／Ｘ．２０９（ＡＳＮ．１）」の場合

4.5.1　共通原則

　このプロトコル識別子は、カナ、漢字等を含む各種の情報を表現するためにＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０８

／Ｘ．２０９に従ったコーディング則（ＡＳＮ．１）を適用する場合に使用する。

　本コーディング方法では、オブジェクト識別子を使用することを推奨する。オブジェクト識別子を指定

するために、タグとしてＥＸＴＥＲＮＡＬ型を使用し、タグ＝ＡＮＹから各種の情報を記述する。

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

オクテット１ ０ １ １ １ １ １ １ ０

２ ユーザ・ユーザ内容長

３ 勧告Ｘ．２０８／Ｘ．２０９

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １

４ ユーザ情報（注１）

（注２）

図４－５／ＪＴ－Ｑ９５７補遺 プロトコル識別子＝「勧告Ｘ．２０８／Ｘ．２０９

（ＡＳＮ．１）」のコーディング例

＝ ＝



- 13 - ＪＴ－Ｑ９５７補遺

　（注１）タグ、内容長、内容からなる３つのフィールドで構成される。以下に概要を示す。詳細はＩＴ

Ｕ－Ｔ勧告Ｘ．２０８／Ｘ．２０９あるいは標準ＪＴ－Ｑ９３２　付録Ⅲ参照。

(a) 　タグ：以下の構造をとる。

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

クラス 形

式

タグコード

図４－６／ＪＴ－Ｑ９５７補遺　タグの構造

・クラス：タグコードの定義条件を示す。

ビット　８　７

０ ０ ユニバーサル（全ての応用に共通）

０ １ アプリケーションワイド（特定の応用で規定）

１ ０ コンテクスト特有（先行する情報に依存）

１ １ プライベート利用（利用者が任意に規定）

・形式：内容が単一か、同様の構造の入れ子になっているかを示す

（図４－７／ＪＴ－Ｑ９５７補遺　参照）。

ビット　６

０ プリミティブ（単一）

１ コンストラクタ（入れ子）

・タグコード：同じクラスの要素タイプを他の要素タイプから区別するためのもの。１１１１０以

上のタグコードの場合、オクテットは拡張される。

(b) 　内容長：内容のオクテットの数を示す。

(c) 　内　容：タグで規定される情報内容。

図４－７／ＪＴ－Ｑ９５７補遺　プリミティブとコンストラクタ

プリミティブ コンストラクタ

タ　グ

内容長

内　容

タ　グ

内容長 タ　グ

内容長

内　容
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　（注２）ＥＸＴＥＲＮＡＬ型を使用した場合のユーザ情報のフォーマットを以下に示す。

タグ＝EXTERNAL

００１０１０００

内容長

タグ＝OBJECT　ID

０００００１１０

内容長

オブジェクト

識別子

タグ＝[0]ANY

１０Ｘ０００００

内容長

ユーザ情報内容

図４－８／ＪＴ－Ｑ９５７補遺　ＥＸＴＥＲＮＡＬ型フォーマット

4.5.2　自社モードにおけるコーディング例

　自社モードにおいて、各企業（各製造メーカあるいは各ユーザ）が申請した企業コードに基づくオブジェ

クト識別子を用いて個別の情報形式を使用する場合、オブジェクト識別子として｛ccitt(0) administration(2)

japan(440) 組織(100000-) ｝を使用する。組織(100000-) 以降のレベル５～ｎのオブジェクト識別子構成要

素は、各組織が割り当てを行う。

　ここでは、オブジェクト識別子を｛ccitt(0) administration(2) japan(440) Ａ社(16099999) password(1)｝とし、

ＥＸＴＥＲＮＡＬ型の［０］ＡＮＹのデータ構造に関する抽象構文定義を Password ::= IA5String と仮定し

た場合のコーディング例を示す。これは、例えば、ユーザにパスワードを入力させ、パスワードを知らな

い第３者のユーザからのアクセスを拒否するようなＡ社特有のセキュリティシステムを想定した場合の

コーディング例となっている。

　本節に掲載した詳細なコーディング例は、あくまでも１つの例であって、4.5.1 節の共通原則で記述され

た内容を除き、なんら強制力を持たない。このような各社固有のコーディングに関しては、各社のインプ

リメントにまかされている。
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ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

オクテット１ ０ １ １ １ １ １ １ ０

ユーザ・ユーザ内容長２

０ ０ ０ １ ０ １ ０ １

勧告Ｘ．２０８／Ｘ．２０９

３ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １

０ ０ １ ０ １ ０ ０ ０４ Class:Universal
Form :Constructor
Type :External

ＬＩ５

０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０

０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０６ Class:Universal
Form :Primitive
Type :Object identifier

ＬＩ７

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０
  

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０８ 02(H)...ccitt(0)
administration(2)

９ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ 83(H)

１０ ０ ０ １ １ １ ０ ０ ０ 38(H)

１１ １ ０ ０ ０ ０ １ １ １ 87(H)

１２ １ １ ０ １ ０ １ １ ０ D6(H)

１３ １ １ ０ １ ０ １ ０ １ D5(H)

１４ ０ ０ ０ １ １ １ １ １ 1F(H)

１５ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 01(H)....password(1)

１ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０１６ Class:Context-specific
Form :Constructor
Type :Tag No.(=0)

ＬＩ１７

０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０

０ ０ ０ １ ０ １ １ ０１８ Class:Universal
Form :Primitive
Type :IA5String

ＬＩ１９

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０

２０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ １ IA5 character 31(H)

２１ ０ ０ １ １ ０ ０ １ ０ IA5 character 32(H)

２２ ０ ０ １ １ ０ ０ １ １ IA5 character 33(H)

２３ ０ ０ １ １ ０ １ ０ ０ IA5 character 34(H)

図４－９／ＪＴ－Ｑ９５７補遺　プロトコル識別子＝「勧告Ｘ．２０８／Ｘ．２０９

（ＡＳＮ．１）」のコーディング例（１）

（自社モードの場合）

...japan(440)

...Ａ社(16099999)
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4.6　プロトコル識別子＝「標準ＪＴ－Ｖ１２０速度整合」の場合

　このプロトコル識別子は、ユーザ情報を標準ＪＴ－Ｖ１２０に従ったプロトコルを利用する場合に使用

する。コーディング例に関しては、標準ＪＴ－Ｖ１２０補遺３．４．２節「論理リンク交渉手順時の「ユー

ザ情報」（USER INFOROMATION） のコーディング」を参照すること。

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

オクテット１ ０ １ １ １ １ １ １ ０

２ ユーザ・ユーザ内容長

３ 標準ＪＴ－Ｖ１２０

０ ０ ０ ０ ０ １ １ １

４ ユーザ情報

図４－１０／ＪＴ－Ｑ９５７補遺　プロトコル識別子＝「標準ＪＴ－Ｖ１２０」のコーディング例

＝ ＝
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4.7　プロトコル識別子＝「標準ＪＴ－Ｑ９３１ユーザ・網呼制御メッセージ」の場合

　このプロトコル識別子は、ユーザ・ユーザ情報要素を用いて標準ＪＴ－Ｑ９３１に従うメッセージを転

送する場合に使用する。

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

オクテット１ ０ １ １ １ １ １ １ ０

２ ユーザ・ユーザ内容長

３ 標準ＪＴ－Ｑ９３１ユーザ・網

呼制御メッセージ

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０

４ ０ ０ ０ ０ 呼番号長

呼番号

０ メッセージ種別

情報要素群フィールド

図４－１１／ＪＴ－Ｑ９５７補遺　プロトコル識別子＝「標準ＪＴ－Ｑ９３１ユーザ・

網呼制御メッセージ」のコーディング例

＝＝
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4.8　プロトコル識別子＝「標準ＪＴ－Ｘ２５を含む、他のネットワークレイヤあるいはレイヤ３プロトコ

ルのために予約済みの値」の場合

　このプロトコル識別子は、ユーザ・ユーザ情報要素を用いて標準ＪＴ－Ｘ２５に従うパケット形式のユー

ザ情報を転送する場合等に使用する。

　以下に、標準ＪＴ－Ｘ２５に従うパケット形式のユーザ情報を転送する場合の例を示す。

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

オクテット１ ０ １ １ １ １ １ １ ０

２ ユーザ・ユーザ内容長

３ 標準ＪＴ－Ｘ２５

ゼネラルフォー

マット識別子

論理チャネル

グループ番号

４ 論理チャネル番号（ＬＣＮ）

パケットタイプ識別子（ＴＹＰ）

ユーザアドレス、ユーザ情報等

　（注２）4.3 節で示したプロトコル識別子が“勧告Ｘ．２４４”の場合、ＪＴ－Ｘ２５パケットのコール

ユーザデータ部のみがユーザ・ユーザ情報要素に含まれるが、本節の方法ではＪＴ－Ｘ２５パ

ケット全体がユーザ・ユーザ情報要素に含まれることになる。

図４－１２／ＪＴ－Ｑ９５７補遺　プロトコル識別子＝「標準ＪＴ－Ｘ２５を含む、他の

ネットワークレイヤあるいはレイヤ３プロトコルの

ために予約済みの値」のコーディング例

（注１）オクテット３には、プロトコル

識別子が入るが、本プロトコル

識別子には次の範囲の値が割

り当てられている。

０００１００００

００１１１１１１

０１０１００００

１１１１１１１０

標準ＪＴ－Ｘ２５の場合には

ゼネラルフォーマット識別子

と論理チャネルグループ番号

が入る。

～

～

＝ ＝
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4.9　プロトコル識別子＝「ＰＢＸ間ディジタルインタフェース（共通チャネル形信号方式）」の場合

　このプロトコル識別子は、ユーザ情報の内容がＰＢＸ間ディジタルインタフェース（共通チャネル形信

号方式）によって規定される場合に使用する。ただし、ＰＢＸ間ディジタルインタフェースでの使用法に

ついては現在検討中である。

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ユーザ・ユーザ情報要素識別子

オクテット１ ０ １ １ １ １ １ １ ０

２ ユーザ・ユーザ内容長

ＰＢＸ間ディジタルインタフェース

３ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ ０

呼番号長

４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０

５ 呼番号

６

７ ０ メッセージ種別

情報要素群フィールド

図４－１３／ＪＴ－Ｑ９５７補遺　プロトコル識別子＝「ＰＢＸ間ディジタルインタフェース

（共通チャネル形信号方式）」のコーディング例

＝ ＝
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4.10　プロトコル識別子＝「国内用  特定アプリケーション識別の共通フォーマット」の場合

このプロトコル識別子は、特定のアプリケーションにおいて認識できないユーザ・ユーザ情報を受信し

た端末の誤動作を防ぐために規定された共通フォーマットを適用する場合に使用する。共通フォーマット

の詳細に関しては、ＵＣＧ（ユーザ・チャネル・グループ）「ユーザ・ユーザ情報の特定アプリケーショ

ン識別の共通フォーマット　インターフェース仕様」を参照すること。

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ユ ー ザ ・ ユ ー ザ

０ １ １ １ １ １ １ ０オクテット１

情 報 要 素 識 別 子

２ ユ ー ザ・ユ ー ザ 内 容 長

国内用 特定アプリケーション識別の共通フォーマット

０ １ ０ ０ ０ ０ １ １３

４

＝ アプリケーション識別 ＝

  

不整合動作指示

＝ ユーザデータ群フィールド ＝

図４－１４／ＪＴ－Ｑ９５７補遺 プロトコル識別子＝「国内用 特定アプリケーション

識別の共通フォーマット」のコーディング例
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